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１．調査日程

日数 月/日 曜 時 団長 地方行政 小規模インフラ 協力企画 評価分析 調査支援 宿泊 備考

午前 成田発

午後 プノンペン着　19:45 (TG698)

午前 1１:00 団内打合せ
9:00 調査方針確認
10:00 団内打合せ

8:00-9:00  調査方針確認
11:00 団内打合せ

8:00-9:00  調査方針確認
9:00-10：00 山本専門家聞き取り
10：00－11：00　井手専門家聞き
取り
11:00 団内打合せ

午後 14:00 内務省表敬

午前

7:00 移動　（プノンペン→モンドルキリ）
（途中でカオシマ郡のインフラサイト視察）
・観光局ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業（観光看板）<第1サイクル
後半>
・カオシマ郡ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業（道路敷設）<第1サイ
クル前半>

午後 14:30 日本大使報告
15:00～16:30 TSUの聞き取り
17:00～18:00 深沢専門家、小川専門家からの
インフラ事業説明

14:30 日本大使報告

午前

7:30　移動（モンドルキリ州州都→オウリャン
郡）
8:00～ オウリャン郡聞き取り(郡職員)
9:30～オウリャン郡橋視察<第1サイクル前半>
10:00～コミューン長、職員、評議委員聞き取り

午後

13:30 移動（モンドルキリ州都→ピチェッダ郡）
15:00～保健センター長聞き取り
15:30～保健センター宿泊所視察<第1サイクル
前半>
16:00～ 移動（ピチェッダ郡→モンドルキリ州
都）

午前
インフラ事業施行業者聞き取り（モンドルキリ
州州都）

午後

セモノロン市インフラ視察
・観光局ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業観光看板<第1サイクル後
半>
・排水溝敷設（4カ所）<第1サイクル前半>
・学校寄宿舎補修<第1サイクル前半>

午前

7:00 移動（モンドルキリ州州都→コニャック郡）
9:30～ 灌漑サイト視察
１3:30～ 移動（コニャック郡→モンドルキリ州
都）

午後 資料整理

午前 8:00 移動　モンドルキリ→ラタナキリ
7:00 移動（プノンペン→ラ
タナキリ）

午後

午前
ラタナキリ州ExCom　技術支援班（TSU ）聞き
取り

午後 インフラ事業施行業者聞き取り

午前

午後

午前 成田発

午後
プノンペン着　19:45

(TG698)

午前

6:45 移動（ラタナキリ州州都→アンドメア郡）
8:00 アンドメア郡評議員長・前郡長, アンドメ
ア郡副郡長、郡評議員、コミューン評議員聞き
取り
9:00 アンドメア郡職員聞き取り
10:00 コミューン評議員聞き取り
10:45　インフラサイト視察（図書館、保健セン
ター、橋）
11:30　パイロット事業受益者聞き取り
12:00 移動（アンドメア郡→ラタナキリ州州都）

8:00　ＰＲＤＮＥＰ井手
専門家面談
9:00 経済財政省地方
財政次長聞き取り

午後

14：00 ラタナキリ州PRDC常任委員、計画局
長聞き取り
15：00　ラタナキリ州ExCom常任委員との評価
結果協議
16：00　ラタナキリ州州知事表敬

15：00　計画省長官聞
き取り

午前

10:00 PILAC2杉永専
門家・戸田専門家聞き
取り   11:00 UNDP聞
き取り

午後 15:00 SIDA聞き取り

13 10月23日 土 終日

14 10月24日 日 終日

午前

午後

午前

午後 日・カ合同評価調査団内協議
日・カ合同評価調査団
内協議
16:15 ADB聞き取り

午前

午後

午前

午後

午前 プノンペン発 プノンペン発

午後 成田着 成田着

17

15

モンドルキ
リ、ラタナキ
リ関係者プ
ノンペン入り

プノンペン

16

プノンペン

プノンペン

10月29日 金19 プノンペン

14:00 在カンボジア大使館報告
16:00 JICAカンボジア事務所報告

18 プノンペン

10月27日

木10月28日

JCC

水

合同評価報告書・ミニッツ修正

10月25日

10月26日

月

7：00　移動（ラタナキリ→プノンペン）
17：00　団内打合せ

火

団内打合せ（合同評価報告書及びミニッツ案検討）

内務省プロジェクト・マネジャーとの協議

合同評価報告書及びミニッツ案修正
団内打合せ（合同評価報告書及びミニッツ修正案検討）

金

14：00 ラタナキリ州PRDC常任委員、計画局長聞き取り
15：00　ラタナキリ州ExCom常任委員との評価結果協議
16：00　ラタナキリ州州知事表敬

木

7：00　移動（ラタナキリ→プノンペン）
17：00　団内打合せ

ラタナキリ

プノンペン

火

7:00 移動（モンドルキリ州州都→コニャック郡）
10:00～FWUC聞き取り
11:00～灌漑サイト視察

プノンペン

ブンサイ郡小規模インフラ視察
18:00 団内打合せ

14：00　ラタナキリ州ExComシニアアドバイザー聞き取り
18:00　 団内打合せ

合同評価報告書及びミニッツ案作成

  7:00　移動（ラタナキリ州州都→ブンサイ郡）
  8:00  ブンサイ郡評議会会長、前副郡長、現郡長、郡評議員聞き取り
9:00 郡職員からの聞き取り
10:00 コミューン評議員・村長からの聞き取り
10:45　インフラサイト視察（郡事務所トイレ、井戸、ゴミ焼却場、保健衛生の看板、
ゴミ収集車）
11:15 パイロット事業協力者・受益者聞き取り
12：00　移動（ブンサイ郡→ラタナキリ州州都）

6:45 移動（ラタナキリ州州都→アンドメア郡）
8:00 アンドメア郡評議員長・前郡長, アンドメア郡副郡長、郡評議員、コミューン評
議員聞き取り
9:00 アンドメア郡職員聞き取り
10:00 コミューン評議員聞き取り
10:45　インフラサイト視察（図書館、保健センター、橋）
11:30　パイロット事業受益者聞き取り
12:00 移動（アンドメア郡→ラタナキリ州州都）

ラタナキリ

アンドメア郡インフラ視察

水

モンドルキリ

8:00～ モンドルキリ州環境局の聞き取り
10:00～ CAUの聞き取り
11:00～ FUの聞き取り

8:00～ モンドルキリ州農業局聞き取り
10:00～モンドルキリ州観光局の聞き取り

ラタナキリ

 7:00　移動（ラタナキリ州州都→コンモン郡）
 8:00  コンモン郡評議会会長、前副郡長、現郡長、郡評議員聞き取り
9:00 郡職員からの聞き取り
10:00 コミューン評議員からの聞き取り
11:00　ヘルスセンター聞き取り

月

土
14:00～ コニャック郡郡長聞き取り
１4:30～ コニャック郡副郡長、職員（DFT）聞き取り
15:30～ 農業局ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業対象者ﾊﾟｲﾛｯﾄ農家聞き取り
17:00～ 移動（コニャック郡→モンドルキリ州都）

プノンペン

プノンペン

モンドルキリ

モンドルキリ

モンドルキリ

10月18日

8:00 移動　モンドルキリ→ラタナキリ

10月14日

 ラタナキリ州ExCom常任委員聞き取り
 ラタナキリ州ExCom　契約・事務班(CAU )聞き取り
ラタナキリ州ExCom　技術支援班（TSU ）聞き取り
ラタナキリ州ExCom　地方行政班（LAU）聞き取り

14:00～ NGO(Normad)聞き取り (観光局との連携プロ
ジェクト実施）
14:30～ NGO(WWF)聞き取り (環境局との連携プロジェ
クト実施）
15:00～ NGO(ELLI)聞き取り（第1サイクル前半のコミュ
ニティーラーニングセンター運営状況確認：Mr.Jack)
16:00～ 観光局ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業対象者、受益者聞き取り
（例：モンドルキリホテル、ロングヴィーブル、クメール
キッチンのオーナーなどを予定）

14:00～ ExCom常任委員 からの聞き取り
15:00～モンドルキリ州知事表敬

10月15日

10月13日3

8

ラタナキリ

ラタナキリ

7

18:00 団内打合せ

10月17日

月

日

12

10 10月20日

11 10月21日

10月22日

9

10月11日

10月19日

5

6 10月16日

4

1

2 10月12日

14:00 内務省表敬
15:00 PM聞き取り

16:00 小川専門家聞き取り

金

木

水

火

7：00　移動（プノンペン→ラタナキリ）
18:00 団内打合せ

 ラタナキリ州ExCom　財務班（FU ）聞き取り
モジュール研修受益者聞き取り

コンモン郡インフラ視察

14:00 小学校建築現場視察（教育局出先機関と小学校校長からの聞き取り）
15:00  マーケット視察・事業協力者からの聞き取り
15:30　ごみ収集事業協力者からの聞き取り
16:00　他、小規模インフラパイロット事業の現状確認
17:00　移動（コンモン郡→ラタナキリ州州都）

15:00～16:30 TSUの聞き取り
17:00～18:00 深沢専門家、小川専門家からのインフラ
事業説明

7:00 移動　（プノンペン→モンドルキリ）
（途中でカオシマ郡のインフラサイト視察）
・観光局ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業（観光看板）
・カオシマ郡ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業（道路敷設）

合同評価報告書及びミニッツ案作成

団内協議（合同評価報告書・ミニッツ最終確認）

日・カ合同評価調査団内協議
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２．主要面談者リスト

 

＜内務省＞  

Mr. Sok Sothy  地方行政総局地方行政局 能力強化室長 

＜ラタナキリ州＞  

Mr. Pao Ham Phan ラタナキリ州知事 

Mr. Thou Koeur 
ラタナキリ州副知事/ExCom 常任委員（ラタナキリ州プロジェ

クト・マネジャー） 

Mr. Buntheouth ExCom シニア・アドバイザー 

Mr. Seth Sayon ExCom 財政アドバイザー 

Mr. Nun Sirath インフラ・アドバイザー 

Mr. Keo Pov ExCom 契約・事務（Contract Administration Unit：CAU）班長

Mr. Ky Saroeun ExCom 技術支援（Technical Support Unit：TSU）副班長 

Mr. Eng Chhaychhim 
州地方行政（Provincial Local Administration Unite：PLAU）副

班長 

Ms. Kong Riea 女性局副局長 

Mr. San Sany 環境局環境影響評価（EIA）班長 

＜コンモン郡＞  

Mr.Chhoeun Chan Tim コンモン郡長 

Mr. Huy Seng コンモン郡郡評議員長 

コンモン郡評議員、コミューン評議員、郡職員 

Mr. Keo Sasorng コンモン郡ヘルス・センター長 

＜アンドメア郡＞  

Mr. Norng Darith アンドメア郡長 

郡評議員、コミューン評議員、郡職員 

パイロットプロジェクト受益者（ジェンダー、助産師研修） 

＜ブンサイ郡＞  

Mr. Chum Ngil ブンサイ郡長 

ブンサイ郡評議員、コミューン評議員、郡職員 

＜モンドルキリ州＞  

Mr. Hiek Sophan ExCom 常任委員（モンドルキリ州プロジェクトマネジャー） 

Mr. Men Phallin ExCom モンドルキリ州 CAU 班長 

Mr. Chhang Bunsrun ExCom モンドルキリ州財務班（FU）班長 

ExCom 技術支援班（TSU）職員 

＜農業局＞  

Mr. Kit Chean 農業局副局長 

Mr. Yean Sopheak 農業局農業技術班副班長 
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＜観光局＞  

Mr. Ngin Sovimean 観光局局長 

Mr. Puch Sorya 観光局長副局 

＜環境局＞  

Mr. Nhorm Sophal 

Mr. Han Kharn 

Mr. Vong Sorya 

Ms. Toeng Sarim 

環境局副局長 

環境影響評価（EIA）班長 

総務班長 

環境汚染班副班長 

＜コニャック郡＞  

Mr. Thun Un コニャック郡副郡長 

パイロット事業（農業研修・水利組合）受益者 

＜観光局研修受益者＞  

Mr. Sor Phoeun 
Green House Restaurant and Bar 経営者（ツアー・ガイド研修参

加者） 

Mr. Menh Chhun Mondulkiri Hotel 経営者（観光マーケティング研修参加者）
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４．活動実績

活動項目 実績
活動

1-1  農村ニーズ調査を実施する。 2008年1～5月にかけ、両州のそれぞれ5郡において経済・社会状況・開発問題に関するイン
タビュー調査及び住民のニーズを把握するためのワークショップを実施。男性、女性、青年
のグループに分け、社会経済的な問題や開発事業への希望についてグループディスカッ
ションを行った。これらのワークショップの結果を州状況調査報告書にまとめた。

1-2  州の基礎情報を確認、整理する。 2007年12月、両州で州データ収集ワークショップを開催し、セクター局に既存の情報を収集
した。2008年1月から5月にかけて、両州において、州、郡、コミューンレベルの基礎情報（人
口、気候、土壌、地形、環境、資源、農業、漁業、保健、教育など）を収集・整理した。これら
の情報を州状況調査報告書にまとめた。また、モンドルキリ州（以下、「モ州」）では、主要な
セクター局を訪問し、各セクターの開発ニーズと職員の研修ニーズについてインタビュー調
査を実施した。ラタナキリ州（以下、「ラ州」）では、主要なセクター局と9郡の郡事務所を訪問
し、州と郡の開発事業と職員の能力についてインタビュー調査を実施した。これらの情報を
州状況調査報告書にまとめた。

1-3  ラタナキリ州で郡支援SWOT分析
ワークショップを実施する。

2008年3月、郡政府の開発計画と事業実施の現状と課題を理解するために、SWOT分析
ワークショップを実施した。郡職員、ExCom職員、セクター局職員、NGO職員を合わせて59名
が参加した。SWOT分析の結果は、インプリメンテーションプランの作成に活用された。また、
2008年9月、郡プロファイル研修を実施した。

1-4  モンドルキリ州で研修ニーズワーク
ショップを実施する。

2008年3月、ExCom職員、セクター局職員、NGO職員を対象に、研修ニーズワークショップを
開催し、州・郡・コミューン職員と住民の研修ニーズに関する情報を収集した。このワーク
ショップの結果は、インプリメンテーションプランの作成に活用された。

1-5  研修ニーズ調査を実施する。 2008年1～3月にかけて、郡、ExCom、セクター局を対象に、開発事業計画・実施・評価の研
修ニーズに関する質問票及びインタビュー調査を実施した。調査結果は報告書にまとめられ
た。インフラ事業を担当するExCom職員については、別途、質問票とインタビューによる研修
ニーズ調査を実施した。調査結果は、インプリメンテーションプランの作成に活用された。

2-1 ラタナキリ州の郡の開発計画策定の
ためのOJT及びワークショップを実施す
る。

【第1サイクル前半2008年後半】コンモン郡、アンドメア郡にて計画策定ワークショップを実施
し、パイロット事業のための開発計画策定を支援した。現状分析、ゴール・戦略・優先事業の
選定を郡レベルで初めて実施した。その後、両郡で優先事業の調査と積算、個別案件形成
ワークショップ等を実施し、案件の詳細設計を行った。【第1サイクル後半2009年】コンモン
郡、アンドメア郡にて郡事業優先付けワークショップを実施した。郡全体のニーズに関する理
解を深めた。また、両郡で事業形成調査をOJTで支援、案件の詳細設計、業者との交渉方
法、事業積算、郡関係者との協議を通じた合意形成過程について理解と経験を深めた。【第
2サイクル2010年】検証郡であるブンサイ郡を加え、開発ニーズワークショップ、開発ゴール・
戦略・事業ワークショップ、事業形成調査を実施。

2-2モンドルキリ州の州の開発計画に対す
る優先分野の選定を支援する。

2009年10月、州評議委員や州副知事との会議が開催され、モ州で重要性の高い優先分野
に関する議論がなされた。この結果、観光と稲作が優先分野として確認された。

2-3 モンドルキリ州の優先分野におけるセ
クター局の開発計画策定を支援する。

2009年9月、観光局の開発計画策定を支援。2009年12月、前月に開催された農業分野及び
観光分野の開発計画策定ワークショップに基づき、農業局、観光局の職員を対象に開発計
画策定ワークショップを実施した。問題・目的分析に基づき、ゴール、戦略、優先事業の選定
を行い、農業、観光分野及び各セクター局のPDM素案を作成した。その後、各セクター局の
開発計画を見直し、戦略的な開発計画についての理解と知識を深めた。

2-4 郡及びセクター局のプロポーザル策
定を支援する。

モ州では、2009年2月、郡、セクター局、NGOに対し、プロポーザル事例として、草の根無償
資金への申請を念頭に、プロポーザル作成研修を実施した。また、2010年2～3月、モ州に
おいては、セクター局開発計画の中から優先付けされた事業を選出、年間パイロット事業計
画のプロポーザル作成を支援、さらにプロジェクト計画ワークショップを通じ、各セクター局な
どパイロット事業実施者の作成したプロポーザルを発表する機会を設けた。ラ州では、2009
年1月郡職員に対しプロポーザル作成研修を実施。研修後、パイロット1郡によって草の根無
償のプロポーザルが作成され、大使館に提出された。さらに2009年11月にも郡職員を対象
としたプロポーザル作成ワークショップが実施された。

2-5モンドルキリ州のパイロット事業のモニ
タリング・評価結果に基づき、セクター局
の開発計画策定プロセスの改善を提案す
る。

2009年5月、パイロット事業のフィードバック集案を作成し内務省に提出した。
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活動項目 実績
2-6ラタナキリ州のパイロット事業のモニタ
リング・評価結果に基づき、郡の開発計画
策定プロセスの改善の提案をする。

2009年5月、パイロット事業のフィードバック集案を作成し内務省に提出した。また、2010年4
月、同年1月に実施した郡開発計画・投資計画策定パイロットワークショップの結果とパイ
ロット事業の経験に基づき、郡開発計画策定プロセスに関する提言報告書案を作成し、内務
省とNCDD計画小委員会に提出した。さらに、2010年8～9月、ラ州３郡のプロジェクト参加者
がパイロット事業を振返って事業計画・実施・M&Eに関する教訓を抽出し、協議した。

3-1 地方行政官に対し、パイロット事業を
通じプロジェクト管理と実施に関するOJT、
及びワークショップを行う。

【第1サイクル前半2008年後半】モ州では、ニーズ調査の結果に基づきパイロット事業が実
施された。実施は、セクター局、NGOの単独または連携によって実施された。ラ州では、コン
モン郡、アンドメア郡の関係者に対して、事業運営委員会の設置を含む事業準備や事業実
施に必要な文書の作成、事業進捗管理法などのOJTを実施、また、事業実施ワークショップ
も開催し、ワークプランの作成を行った。【第1サイクル後半2009年】モ州では、第1サイクル
前半に引き続き進められた事業（HIV/AIDS研修、観光ウェブサイト）と新たなニーズに基づ
き実施された事業（灌漑スタディーツアー、観光看板作成）が実施された。ラ州では、両郡に
おいて、事業デザインワークショップを実施、事業詳細計画の策定及びワークプランの作
成、案件実施にあたっての役割分担などを支援。【第2サイクル2010年】モ州では、優先分野
（観光、稲作）に実施分野を絞った事業を実施した。ラ州では、検証郡であるブンサイ郡を加
えた3郡で、事業スケジュール・指標ワークショップを実施し、各郡の能力に合わせた事業実
施に対する支援を行った。

3-2  ニーズの高い分野の事業実施に必
要な技術のモジュール研修及びワーク
ショップ研修を行う。

モ州では、セクター局職員に対して、D&D政策、事業調査形成、環境影響評価、マーケティン
グなど2009年から2010年にかけて合計7回のモジュール研修・ワークショップが開催された。
また、TSU職員に対しての技術研修は、2008年12月から2010年にかけて、インフラ設計、灌
漑計画、AutoCAD、施工管理などのテーマで4回実施された。ラ州では、2008年には州・郡
の職員を対象にD&D政策、家庭内暴力、ジェンダー主流化、環境影響評価など単発の研修
が計5回実施されたが、2009年以降、郡職員、郡・コミューン評議員など、事業実施に直接か
かわる人たちを対象として、コンピュータ研修、新入職員導入研修、施工管理、会計などの
研修が合計6回実施された。また、TSOに対しての技術研修は、2008年11月から2010年に
かけて、測量、灌漑計画、施工管理、AutoCADなどのテーマで合計8回実施された。

3-3  モニタリング・評価結果に基づき事業
実施手順の改善の提案をする。

2009年5月、内務省に対し、プロジェクトの経験・気づきをまとめたフィードバック集案を提出
済みであるが、これは、2010年8～9月にラ州で実施された事業計画・実施・M&Eに関する教
訓をまとめるワークショップの結果も含めた形で、プロジェクト終了時までに改訂される見込
み。

4-1 地方行政官に対し、パイロット事業を
通じ事業管理に係るモニタリング・評価の
OJTやワークショップを実施する。

【第1サイクル前半2008年後半】モ州では、インフラ事業のモニタリングを担当するTSU及び
郡職員〔郡調整チーム（District Facilitation Team：DFT）〕がモニタリングを担当したが、郡職
員の能力は不足していた。ラ州では、コンモン郡、アンドメア郡の関係者に対して、事業実施
ワークショップも開催し、モニタリングプランの作成を支援し、OJTを実施した。【第1サイクル
後半2009年】モ州では、NGOや民間会社に委託された事業の質を、州職員がモニタリング
管理した。ラ州では、両郡において、事業デザインワークショップを実施、モニタリングプラ
ン、役割分担を作成。また、両郡においてモニタリングワークショップを実施。モニタリング
シートとチェックリストの活用方法についても学んだ。【第2サイクル2010年】モ州では、研修
及びインフラ事業用に作成されたモニタリングシートを用いて、事業実施の際の質の管理を
行えるように支援した。モニタリング実施にあたっては、ワークショップや会議でスケジュール
を作成、また、実施体制、質の管理、モニタリング結果の共有に関してもOJTやワークショッ
プを通じて支援を行っている。ラ州では、検証郡であるブンサイ郡を加えた3郡で、モニタリン
グワークショップを実施、チェックリストの作成方法、研修事業の評価方法、モニタリング実施
体制などについて学び、郡事務所の組織的モニタリング体制構築も支援した。

4-3 モニタリング評価に関するモジュール
研修やワークショップを行う。

両州において、2009年2月以降モジュール研修の形でモニタリング評価に関する理論、手法
の研修を合計4回程度実施。ワークショップの開催については、上記4-1に記載したとおりで
ある。

4-4 上記のモニタリング及び評価結果を
計画策定、事業実施に還元する仕組みを
提案する。

2009年5月、内務省に対し、プロジェクトの経験・気づきをまとめたフィードバック集案を提出
済みであるが、これは、2010年8～9月にラ州で実施された事業計画・実施・M&Eに関する教
訓をまとめるワークショップの結果も含めた形で、プロジェクト終了時までに改訂される見込
み。
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５．ラタナキリ州研修実績

テスト
の伸
び率

Improv
ement

経験が生かされた事後
のパイロット事業No
Relevant Pilot Activity
No.

　　　　　パイロット事業やその他の業務に生かした経験の内容
Discription about impacts on the relevant P No. mentioned above
and other works

　　　　　　　　成果の達成に関する他の関連情報（あれば）
Any other relevant information related to achievement of expected
outputs, if any

1
州データ収集
WS

ラタナキリ
州都

8 計画局 3
内務省C/P、地方
行政専門家

3 2007/12 州状況調査報告書作成 州レベルでの包括的なデータの把握 州セクター局より計画関連資料を収集

2
農村ニーズ調
査WS

5カ村 村人 4 PFT、DFT 1 x 5 2008/01

3 SWOT分析WS
ラタナキリ
州都

59
郡事務所、ExCom、セク
ター局、NGO

4
計画局、LAU、プロ
ジェクトスタッフ

1 2008/03

4
郡プロファイル
研修

ラタナキリ
州都

25 郡事務所 3
計画局、プロジェク
トスタッフ

2 2008/09 16.14%
本研修で高めた郡の現状、数値（パーセントなど）に関する理解が、
パイロット事業選定のための優先課題・事業の策定に役立った。

州状況調査報告書
の研修要望調査に
基づき実施

5 計画策定WS
コンモン
郡、アンド
メア郡

60
郡事務所、郡セクター事務
所、コミューン評議員、
NGO

13
ExCom、NGO、
DFT、プロジェクトス
タッフ

2 x 2 2008/09
パイロット事業（第１サイ
クル）の選定

優先課題・ゴール・戦略・アクションの策定や事業の優先事業づけを
実践し、擬似開発計画の策定、優先事業リストを作成した。このリス
トに基づき、パイロット事業（第1サイクル前半）が選定された。
本WSの結果、開発計画の構造や策定方法について理解を深めるこ
とができた。

本ワークショップで実践した開発計画の策定方法について、計画省・
UNDPが関心を示し、現在策定中の開発計画ガイドライン案に貢献
した。

6
州状況分析研
修

ラタナキリ
州都

46 セクター局 5
内務省、計画省、
計画局

2 2008/10 21.68%
研修参加者が、計画省実施の同様の研修でファシリテーターを務め
た。

州状況調査報告書
の研修要望調査に
基づき実施

7
個別案件形成
WS

コンモン
郡、アンド
メア郡

50
郡事務所、セクター局、郡
セクター事務所、コミューン
評議員、NGO

20
ExCom、NGO、郡
事務所、プロジェク
トスタッフ

2 x 2 2008/10
第1サイクルの非インフ
ラパイロット事業すべて

選定された第1サイクル前半事業に関して、事業計画に関する行政
書類を作成するプロセスを通じて、事業計画を策定。
同時に、行政書類に関する理解を深めた。

8
家庭内暴力
法、ジェンダー
主流化研修

ラタナキリ
州都

34 女性局、警察、NGO 6
女性省、コンポン
チャム州女性局、
GTZ

3 2008/11 27.95% 非インフラNo.3
本研修を受けた女性局が、女性に関する研修（パイロット事業）の講
師を務めた。

州状況調査報告書
の研修要望調査に
基づき実施

9
環境影響評価
研修（初級）

ラタナキリ
州都

19
セクター局（州投資委員
会）

2 NGO 2 2008/11 23.44%
州状況調査報告書
の研修要望調査に
基づき実施

10 測量研修
ラタナキリ
州都

11 TSU 1
農村インフラ計画
専門家

2 2008/11 17.50% インフラ事業 研修で学んだ測量の技術を活用した。

11
コンピュータ研
修

ラタナキリ
州都

28 郡事務所、州事務所 1 大学講師 15
2008/11 -
2008/12

27.69% 全事業
パイロット事業だけでなくあらゆる業務において、コンピュータを用い
て書類作成を行えるようになり、業務効率が飛躍的に改善された。

12
郡事業実施
WS

コンモン
郡、アンド
メア郡

63
郡事務所、コミューン評議
員、村長

14
セクター局、
ExCom、NGO、プロ
ジェクトスタッフ

2 x 2 2008/12
第1サイクル前半以降の
全事業（コンモン郡とア
ンドメア郡）

郡開発委員会の職務、事業運営委員会の職務、行政ルールについ
て理解を深め、ワークプラン、モニタリングプランの作成方法を学ん
だことによって、関係者が主体性を持ちはじめ、事業の実施が若干
円滑になりはじめた。（ただし、本ワークショップ1回だけの支援で、円
滑になったわけではなく、その後の第1サイクル後半や第2サイクル
にまで至る息の長いOJT・WSの結果、徐々に変化してきている）

13
プロポーザル
作成研修

ラタナキリ
州都

11 郡事務所 2
モンドルキリ州計画
局

2 2009/01 18.10%
州状況調査報告書
の研修要望調査に
基づき実施

14
モニタリング評
価手法研修

ラタナキリ
州都

31
郡事務所、セクター局、
ExCom

4
CAU、モニタリング
評価専門家、プロ
ジェクトスタッフ

2 2009/01 14.61% 全事業
郡開発委員会・事業運営委員会のM&Eに関する職務･権限やM&Eの
実施方法について理解を深めたことで、その後のモニタリング評価
業務の下地をつくることができた。

15 D&D政策研修
ラタナキリ
州都

56
郡事務所、セクター局、州
事務所

4
地方行政能力向上
プロジェクト

2 2009/02 30.60%

16 会計研修
ラタナキリ
州都

38 郡事務所、セクター局 3
FUチーフ、FUアカ
ウンタント、PSDDア
ドバイザー

1 X 2 2009/03 12.51% 全事業
パイロット事業にかかわらず郡のすべての業務に関して、会計の質
を向上させることができた。

17
人身売買・暴
力対策研修

ラタナキリ
州都

80 警察官 2 内務省国家警察 3 2009/03 4.66%

18 施工監理研修
ラタナキリ
州都

12 TSU 1
ローカルコンサルタ
ント

3
2009/02,
2009/04

46.17% 全インフラ事業
学んだ施工監理手法を用いて、インフラ事業のモニタリング・検査を
実施した。

19 施工監理研修
ラタナキリ
州都

52
郡事務所、コミューン評議
員

1
ローカルコンサルタ
ント

3
2009/02,
2009/04

35.04% 全インフラ事業

学んだ施工監理手法を用いて、インフラ事業のモニタリングを実施し
た。また、郡開発委員会・事業運営委員会が施工監理の責務・権限
を有していることを理解したことによって、施工監理に対する主体性
が増した。

20
Auto CAD研
修

ラタナキリ
州都

9 TSU 1
ローカルコンサルタ
ント

3
2009/02,
2009/03

58.04% 全インフラ事業 学んだAuto CADの技術を用いて、インフラ事業の設計を実施した。

21
新入職員導入
研修

ラタナキリ
州都

115 郡事務所、州事務所 6

副州知事、キャビ
ネットチーフ、
ExCom、プロジェク
トスタッフ

12
2009/03 -
2009/04

8.53% 全事業
新入職員が、行政手続き、憲法などの重要な法令、行政官としての
心構えを学んだことで、郡事務所での業務を円滑に実施できる下地
をつくることができた。
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22 事業評価WS
コンモン
郡、アンド
メア郡

84
郡事務所、コミューン評議
員

3
プロジェクトスタッ
フ、モニタリング評
価専門家

2 x 2 2009/04
第1サイクル前半の全事
業（コンモン郡とアンドメ
ア郡）

WSで事業評価を実践し、評価の経験値を高めることができた。
さらに、このWSで郡事業の問題点を関係者が共有し解決策を見いだ
したことで、第1サイクル後半以降の事業で業務がより円滑に進むよ
うになった。

23
環境影響評価
研修（中級）

ラタナキリ
州都

32
環境局、郡環境事務所、
観光局

3 環境省、NGO 4 2009/09 13.20%
州状況調査報告書
の研修要望調査に
基づき実施

24
家庭内暴力防
止法研修
(ToT)

ラタナキリ
州都

21 女性局、郡女性事務所 3 女性省(GTZ) 3 2009/06 20.64%
州状況調査報告書
の研修要望調査に
基づき実施

25
郡事業維持管
理WS

アンドメア
郡

5 郡事務所 1
農村インフラ計画
専門家

1 2009/07 インフラNo. 6
インフラのメンテナンスの重要性について学んだうえで、カルバート
の補修を実践した。

26
コミューンニー
ズサーベイWS

コンモン
郡とアンド
メア郡の
全コミュー
ン

287
コミューン評議員、村長、
住民

12
郡事務所、プロジェ
クトスタッフ

0.5 x 9 2009/08
第1サイクル後半以降の
全事業（コンモン郡とア
ンドメア郡）

第1サイクル後半の事業の選定に先立って、コミューンを訪問し人々
のニーズを郡職員が直接聞き取ったことで、より人々のニーズに合っ
た事業を選定することができた。
郡職員が、コミューンの現状に関する知識だけでなくコミューンに対
する関心も高まることとなり、郡職員の業務に対する意欲が増したよ
うである。また、郡職員は計画策定にあたり現場に実際に足を運ぶ
ことの重要性を学んだ。

27
郡事業優先づ
けWS

コンモン
郡、アンド
メア郡、ブ
ンサイ郡

56
郡事務所、郡セクター事務
所、コミューン評議員

12
郡事務所、プロジェ
クトスタッフ

1 x 2 2009/08
第1サイクル後半の全事
業（コンモン郡とアンドメ
ア郡）

本WSを通じて、コミューンのニーズに適した郡レベルの事業を検討し
たことで、より適切な事業を選定することができた。
今まで「郡レベルで実施するべき事業」を考えたことがなかったため、
郡事務所として何を実施するべきかを考える良いきっかけとなった。

28 施工監理研修
ラタナキリ
州都

41
郡事務所、コミューン評議
員

1
ローカルコンサルタ
ント

3 2009/09 7.91%
第1サイクル後半の全イ
ンフラ事業

郡職員・コミューン職員が、施工監理に関する知識を高めたこと、業
者を監督できる自分たちの権限について学んだことでやる気を高め
たこと、によって、その後施工監理をより積極的に実施することとなっ
た。その結果、研修で学んだ知識に基づいて郡職員が実際に業者を
指導できるようになった。

29 D&D政策研修
ラタナキリ
州都

60
郡事務所、州事務所、セク
ター局

6
地方行政能力向上
プロジェクト

2 2009/10 28.00%

30
オリエンテー
ションWS

アンドメア
郡

22
郡事務所、郡セクター事務
所、コミューン評議員

4
FU、プロジェクトス
タッフ

1 2009/10
アンドメア郡の第1サイク
ル後半以降の全事業

第1サイクル前半の終了時に実施した評価ワークショップで会計に関
する課題と事業運営委員会の選定に関する課題が出されたことを受
けて、本ワークショップを実施した。本ワークショップでは、事業運営
委員会の選定方法と会計手続きについて学び実践したことで、その
後の事業運営体制を改善するきっかけをつくった。

31
事業デザイン
WS

コンモン
郡、アンド
メア郡

43
郡事務所、郡セクター事務
所、コミューン評議員、
NGO

2 プロジェクトスタッフ 1 x 4 2009/10
第1サイクル後半以降の
全事業（コンモン郡とア
ンドメア郡）

WSで、委託先やコミューンとの協議を通じて計画を作成する経験、
ワークプランを作成する経験、業務を分担する経験を実践を通してつ
けたことで、その後の事業形成・実施をより円滑かつ効果的に実践
できるようになった。

32
モニタリング
WS

コンモン
郡

30
郡事務所、郡セクター事務
所、コミューン評議員

2 プロジェクトスタッフ 1 x 4
2009/10 -
2009/11

第1サイクル後半以降の
すべての非インフラ案件
（コンモン郡とアンドメア
郡）

WSでモニタリングシート・チェックリストを実際に活用してモニタリング
を実践したことで、モニタリングに関する理解を高めただけでなく、モ
ニタリングに関する抵抗感を払拭することができ、その後のパイロット
事業で郡事務所が自発的かつ継続的にモニタリングを実施していく
素地をつくることができた。

33
プロポーザル
作成WS

ラタナキリ
州都

18 郡事務所 2
内務省、プロジェク
トスタッフ

2 2009/11
パイロット郡より草の根無償の申請をし、大使館の審査を経て、現在
外務省による回答待ち。

州状況調査報告書
の研修要望調査に
基づき実施

34
Auto CAD研
修

ラタナキリ
州都

12 TSU 1
ローカルコンサルタ
ント

10
2009/08,
2009/11

42.00%
第1サイクル後半以降の
すべてのインフラ案件

研修で学んだAutoCADの技術を用いて、設計することが可能となっ
た。

35 測量研修
ラタナキリ
州都

10 TSU、農村開発局 1
ローカルコンサルタ
ント

4 2009/11 17.50%
第1サイクル後半以降の
インフラ案件

研修で学んだ測量の技術を用いることによって、測量の精度が向上
し、質の高い設計書を作れるようになった。

36 事業評価WS
コンモン
郡

11
郡行政官、委託先セクター
局、コミューン評議員

1 プロジェクトスタッフ 1 2009/12

37
モニタリング評
価手法研修

ラタナキリ
州都

30 郡事務所 2
モニタリング評価専
門家、プロジェクト
スタッフ

2 2009/12 8.44% 非インフラNo.7 家畜予防接種事業の研修評価を実施した。

38

郡・州開発計
画・投資計画
策定パイロット
WS

ラタナキリ
州都

97
郡事務所、州事務所、セク
ター局

14

計画省、女性省、
内務省、コンポン
チャム州農業局、プ
ロジェクトスタッフ

3 2010/01
開発計画・投資計画策
定にかかわる業務

本WSでの講義と実践を通じて、開発計画・投資計画の基本的な構
造、策定手法について理解を深めることができた。この深めた理解
は、今後策定する郡の開発計画・投資計画・事業計画に生かすこと
ができる。

本WSの結果を基にして、郡開発計画策定プロセスに関する提言書
を作成し、内務省に提出した。
また、開発計画策定ガイドライン作成にかかわっているNCDD計画
小委員会やUNDPと共同で本WSを実施したことで、ガイドライン作成
に貢献している。
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39
開発ニーズ
WS

コンモン
郡、アンド
メア郡、ブ
ンサイ郡

143
郡事務所、郡セクター事務
所、コミューン評議員、
NGO、村長

18
郡職員、プロジェク
トスタッフ

1 x 3
2010/02 -
2010/03

第2サイクルの全事業

第1サイクルまでの経験を踏まえて、第2サイクルではセクターを絞っ
てより高度で戦略的な事業実施を試みることとなった。
本WSを通じて、ニーズが高くかつ郡が取り組むことのできる分野（優
先セクター）の選定方法を実践し、その結果、適切なセクターを選択
することができた。
また、郡職員がニーズの抽出と選択を、外部の力を借りずに実行で
きるまでになった。この能力は、今後の開発計画・投資計画策定や
事業実施で役立つ。

40
開発ゴール・
戦略・事業WS

コンモン
郡、アンド
メア郡、ブ
ンサイ郡

81
郡事務所、郡セクター事務
所、コミューン評議員、
NGO

18
郡職員、プロジェク
トスタッフ

2 x 3
2010/02 -
2010/03

第2サイクルの全事業

本WSを通じて、ニーズに合ったゴールの設定、ゴールに合った戦略
の策定、相互に補完しあう事業の策定について、実践を通じて理解
を深めた。その結果、パイロット事業で支援するのに適切な戦略を選
定することができ、選定された事業が相互に補完しあうものとなり、
効果的な事業計画を策定することができた。
しかしながら、事業間の補完関係や因果関係に関して、郡事務所は
まだ外部の力を必要とするレベルである。適切なサポートを受けなが
ら、今後何度か戦略的な計画策定を実践することが望ましい。

41 施工監理研修
ラタナキリ
州都

31
郡事務所、コミューン評議
員、TSU

1
ローカルコンサルタ
ント

3 2010/04 55.19%
第2サイクルの全インフ
ラ事業

本研修で高めた施工監理に関する知識と意欲を用いて、インフラ事
業の施工監理を実施した。

42
事業スケ
ジュール・指標
WS

コンモン
郡、アンド
メア郡、ブ
ンサイ郡

50
郡事務所、郡セクター事務
所、コミューン評議員

3 プロジェクトスタッフ 1 x 3 2010/04 第2サイクルの全事業

本WSを通じて、事業全体のスケジューリングと成果・目標・ゴールに
対応する指標設定について理解と経験を深めた。その結果、予定さ
れていた多くの活動を実施するために、限られた時間・人員を最大
限に効率的に使えるスケジュールと業務分担を立てることができた。
また指標も設定することができた。
これまで郡は、個別事業ごとのスケジューリングはできるようになっ
ているが、複数の事業スケジュールの調整・すり合わせなどについて
は改善の余地があった。今回のWSで実践したことが、PRDNEP終了
後も大いに役立つ可能性があるが、外部からのサポートがまだ必要
な段階にある。今後、数回の実践を積むことが必要に思われる。
指標については、依然として外部からのサポートが必要な段階にあ
る。座学以上に実践やケーススタディが必要であるように思われる。

43 事業実施WS
クラチエ
州

9 保健センター、郡事務所 0 2 2010/06 非インフラNo. 8

本WSでスノール郡の救急車事業の運営体制を見学したことで、コン
モン郡の救急車事業の制度をより現実的なものにすることができた。
また、関係者の意欲向上にもつながった。その結果、救急車事業は
成功しており、持続性も望める状況にある。

44
モニタリング
WS

コンモン
郡、アンド
メア郡、ブ
ンサイ郡

112
郡事務所、郡セクター事務
所、コミューン評議員、村
長

3 プロジェクトスタッフ 1 x 8
2010/05 -
2010/09

第2サイクルの全事業
郡事務所のモニタリング
体制

本WSでは、モニタリングに関する知識・技法に加えて、郡のモニタリ
ング体制の構築を支援した。具体的には、モニタリングで収集した情
報を誰がどのようなフローで共有し、分析し、蓄積するか、問題があ
るときには誰がどのようなフローでアクションを起こすか、について明
確化し、実践した。その結果、モニタリング体制が確立されつつあり、
PRDNEP終了後も強固なモニタリングが継続される可能性が高い。

45
パイロット事業
振り返りWS

ラタナキリ
州都

52
郡事務所、郡セクター事務
所、コミューン評議員、村
長

3 プロジェクトスタッフ 1 2010/07

本WSでは、これまでに実施したパイロット事業に関して成果や事業
運営上の成功点・問題点を振り返って評価を実践したことで、評価能
力が向上した。
関係者が自分自身の業務を振り返り、他の郡の事例を共有したこと
で、業務に関する意欲を高めた。
業務の好事例・悪事例を共有して改善策を協議したことは、今後の
業務の質改善に資する。

本WSで共有された事項（好事例・問題点・改善策）は、中央への
フィードバックとして活用される予定。

46
モニタリング評
価手法研修

ラタナキリ
州都

47
郡事務所、コミューン評議
員

5
内務省、プロジェク
トスタッフ

3 2010/09 15.04%
非インフラ事業No. 10、
18、22

本研修で学んだモニタリングチェックリストの作成・活用方法、研修評
価方法をパイロット事業で実践してモニタリングを強固なものとなっ
た。その結果、パイロット事業の質が改善した。

47
パイロット事業
フィードバック
WS

モンドル
キリ州都

96

ラタナキリ：プロマネ、郡事
務所、コミューン評議員（パ
イロット事業関係者）
モンドルキリ：郡事務所、
ExCom、水利用組合

3

プロジェクトスタッフ
（司会進行・プレゼ
ンはラタナキリから
の参加者全員で担
当。プロジェクトス
タッフの担当は、グ
ループディスカッ
ションの支援のみ）

2 2010/09

本WSでは、パイロット郡がパイロット事業の内容・好事例・悪事例・改
善点を発表した。
WS前の準備で、パイロット郡がパイロット事業を振り返ったことで評
価能力を高めただけでなく、自分たちの業務の良い点・悪い点を強く
認識し、業務に関する理解・意欲・自信を深めた。

ラタナキリパイロット郡での取り組みがモンドルキリの郡にとっても有
用な参考事例になるということが確認されたので、パイロット事業の
フィードバックが他州にとって有用なものである可能性が高い。
本WSで共有された事項（好事例・問題点・改善策）は、中央への
フィードバックとして活用される予定。
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テストの伸び率
Improvement

経験が生かされた事後のパイ
ロット事業No
Relevant Pilot Activity No.

パイロット事業やその他の業務に生かした経
験の内容
Discription about impacts on the relevant P
No. mentioned above and other works

成果の達成に関する他の関連情報（あれ
ば）
Any other relevant information related to
achievement of expected outputs, if any

1
州データ収集ワークショップ
Workshop on Data Collection for
Provincial Development Planning

モンドルキリ州都 12 州計画局職員 3
内務省C/P、地
方行政専門家

3 2007年12月 N.A. 州状況調査報告書作成 州レベルでの包括的なデータの把握 州セクター局より計画関連資料を収集

2
コンピュータ研修
Computer Training

モンドルキリ州都 30 郡職員、セクター局職員 1 コンピュータ学校 20
2008年9月～
2008年11月

N.A.
各郡が通常業務で作成する書類（契約書、レ
ポートなど）の作成

3
個別案件形成ワークショップ
Project Planning workshop

モンドルキリ州都 91 郡職員、農民 3
2008年11月～
2009年1月

非インフラパイロット事業No.2,5

各郡職員が農業研修ニーズに基づき、農業
事業計画を作成、優先事業を選抜した。この
結果に基づき、非インフラパイロット事業No.2
が実施された。

4
インフラ設計研修
Infrastructure Design Training

モンドルキリ州都 7 TSU職員 1
ローカルコンサル
タント

3 2008年12月 47.20% インフラパイロット事業No.1～5 各郡のインフラ事業の設計

5
観光（エコツーリズム）ワークショップ
Eco-tourism workshop

モンドルキリ州都 23 セクター局職員、郡職員 2
参加型開発専門
家、NGO職員

6 2009年1月
非インフラ事業パイロット事業
No.13,14,23

観光分野に関するプロジェクトの基礎となる、
エコツーリズムの基本

6
モニタリング評価手法研修
M&E training

モンドルキリ州都 15
セクター局モニタリング担当
官、郡職員、ExCom職員

4
モニタリング手法
専門家、CAU、プ
ロジェクトスタッフ

2 2009年2月 9.60% すべてのパイロット事業 プロジェクトのモニタリング・評価概論

7
灌漑計画研修
Irrigation planning training

モンドルキリ州都 16 TSU職員、セクター局職員 1
ローカルコンサル
タント

5 2009年2月 49.83% インフラパイロット事業No.6 灌漑計画の基礎（水文量把握、地形測量）
他州（ラタナキリ州、ストゥントレン州、クラ
チェ州）のTSOの参加もあった

8
プロポーザル作成研修
Proposal writing training

モンドルキリ州都 23 州職員、郡職員、NGO職員 3
内務省C/P、プロ
ジェクトスタッフ、
地方行政専門家

2 2009年2月 28.50% すべてのパイロット事業 プロポーザルの構成及び作成方法

9
インフラ設計研修
Infrastructure Design Training

モンドルキリ州都 7 TSU職員 1
ローカルコンサル
タント

1 2009年3月 47.20% 各郡のインフラ事業の設計 研修No.5のフォローアップ研修

10
農業研修レビューワークショップ
Review workshop

各郡都(５郡） 76 郡職員、農民 5 2009年4月 非インフラパイロット事業No.2,5
プロジェクト終了後の振り返り及び評価の方
法

各郡で実施した農業研修の
レビュー及び評価

11
オリエンテーションワークショップ　（NCDD
に基づいた財務・契約手続き）
Orientation workshop

モンドルキリ州都 37 セクター局職員、NGO職員 5 ExComスタッフ 3 2009年8月 すべてのパイロット事業
NCDDガイドラインに基づいた財務・契約・プロ
ジェクト報告手続き

12
環境影響評価研修
E.I.A training

モンドルキリ州都 32
州職員、民間セクター社員、
NGO職員

5 環境省、NGO 4 2009年8月 13.20%
インフラ事業実施前に環境影響調査を実施す
る必要がある。この調査のための基礎知識を
習得

本研修後に実践の場として、ワークショッ
プNo.25を開催した

環境局のニーズに基づき実
施

13
計画策定ワークショップ
Project planning workshop

州都 8 セクター局職員、NGO職員 1
参加型開発専門
家

1 2009年9月 非インフラ事業No.13～14

観光局の開発計画策定支援を通じて、開発
計画全体における、PRDNEPプロジェクトの役
割、パイロットプロジェクトのスケジュールを明
確化した

観光局の開発計画作成支援

14
マーケティングワークショップ
Marketing workshop

モンドルキリ州都 25
セクター局職員、民間セク
ター社員、NGO職員

2
参加型開発専門
家、研修実施支
援専門家

2 2009年9月 非インフラ事業No.13～14
エコツーリズムの広報の方法及びデザインの
重要性を、看板やウェブサイトのデザインを作
成することにより学ぶ

15
地方分権化・分散化政策研修
D&D training

モンドルキリ州都 50
州職員、郡職員、セクター局
職員

6 内務省行政官 2 2009年10月 28.00% すべてのパイロット事業

地方分権化･分散化の意義を研修を通して学
ぶことによって、各実施者が行政官としての
役割や行政サービスについて学んだ。パイ
ロット事業を実施することの意義を再確認し
た。

地方分権化・分散化に関する
ガイドラインや政策に関して
学ぶ

16
優先分野開発計画ワークショップ（農業及
び観光分野）
Sector development planning workshop

モンドルキリ州都 65 州職員、NGO職員、郡職員 4
研修実施支援専
門家、プロジェク
トスタッフ

6 2009年11月 非インフラ事業No.17～26 問題分析から州開発計画の策定方法の一例
PCM手法を用い、各分野における問題分
析、目的分析を実施。さらにPDMを作成し
た

17

セクター局開発計画ワークショップ（農業局
及び観光局）
Department development planning
workshop

モンドルキリ州都 28 州職員、NGO職員、郡職員 2
研修実施支援専
門家、プロジェク
トスタッフ

4 2009年12月 非インフラ事業No.17～26
問題分析からセクター局開発計画の策定方
法の一例

PCM手法を用い、各分野における問題分
析、目的分析を実施。さらにPDMを作成し
た

日数
Duration

評価
Evaluation

備考
Any other remarks

講師人数
The total
number of
trainers

WS
No.

研修名
Name of Module/Workshop/Seminar

会場
Venue

研修人数
The total
number of

participants

研修対象者
Target participants

講師
Trainer

開催日
Date

(Eg. From YYYY/MM
to YYYY/MM)
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18
灌漑計画研修　I
Irrigation planning training　I

コニャック郡都 12
TSU職員、郡職員、NGO職
員

1
ローカルコンサル
タント

5 2009年12月 38.80% インフラ事業No.6
対象地区の選定、サイトの現況調査、地形測
量、灌漑施設の設計、製図

コニャック郡における灌漑プ
ロジェクトサイトを選出

19
事業調査形成ワークショップ
Survey workshop

コニャック郡 128 農民 3
研修実施支援専
門家、NGO職員、
TSU

2 2010年2月 インフラ事業No.6
インフラプロジェクトサイトの優先順位づけ方
法

コニャック郡における灌漑プ
ロジェクトサイトを決定

20
灌漑計画研修　II
Irrigation planning training　II

モンドルキリ州都及
びコニャック郡

7 TSU職員 1
ローカルコンサル
タント

5 2010年2月 21.80% インフラ事業No.6
決定した灌漑プロジェクトサイトの灌漑施設修
復及び施工のための設計図の作成・積算

本研修の設計図作成の過程でAuto CAD
による製図技術の習得意欲が高まり、研
修No. 23の設計（Auto CAD）研修の契機
となった。

21
プロジェクト計画ワークショップ
Project planning workshop

モンドルキリ州都 22 州職員、NGO職員 1 2010年3月
非インフラ事業No.17～26,イン
フラ事業No.6

プロポーザルの作成方法
各セクター局、ExCom、NGO
が作成したプロポーザルを発
表

22
モニタリングワークショップ
Monitoring workshop for Infrastrucutre
Projects

モンドルキリ州都 5 TSU職員 1
農村インフラ計画
専門家

1 2010年3月 すべてのインフラ事業
インフラ事業の施工中及び施工後のモニタリ
ングポイントを明確にした

インフラ事業のモニタリング
シートドラフト作成

23
設計（Auto CAD）研修
Auto CAD training

モンドルキリ州都 7 TSU職員 1
ローカルコンサル
タント

3 2010年4月 47.20% すべてのインフラ事業 インフラ事業の設計図を作成

24
環境影響評価ワークショップ
E.I.A workshop

モンドルキリ州都 15 州職員、郡職員 3 環境省、NGO 5 2010年4月

インフラ事業実施前に環境影響調査を実施す
る必要がある。この実際の調査方法の一手法
を学ぶ。NGO及び環境省との連携による研修
内容の決定、事業の積算、レポート作成

ワークショップで収集したデータをもとに、
モンドルキリ州環境局が環境影響評価報
告書を作成

環境局のニーズに基づき実
施

25
施工監理研修
Construction supervision training

モンドルキリ州都 25
TSU職員、郡職員、コミュー
ン職員、農民

1
ローカルコンサル
タント

3 2010年5月 39.20% すべてのインフラ事業
インフラ事業における品質管理（特に土の締
め固め、コンクリートの強度）

26
モニタリングワークショップ
Monitoring workshop

コニャック郡都 11 農民 1
モニタリング評価
専門家、

1 2010年6月 インフラ事業No.6
コミューンのインフラ事業モニタリングポイント
及び担当者及び役割を決定

灌漑プロジェクトサイトでTSU
を講師にFWUC、コミューン、
郡の行政官を対象に開催

27
モニタリング評価研修
M&E training

モンドルキリ州都 27 州職員、郡職員 3
内務省C/P、研
修実施支援専門
家

2 2010年6月 11.54% すべてのパイロット事業
プロジェクトのモニタリング・評価のシステム
や重要性を学ぶ

PRDNEPのパイロット事業のモニタリング
スケジュールを作成

28
事業管理ワークショップ
Project management workshop

モンドルキリ州都及
びコニャック郡

14

農民、TSU職員、郡職員、コ
ミューン職員、セクター局職
員、NGO職員、事業受託業
者

2 2010年7月 インフラ事業No.6

灌漑パイロット事業にかかわ
るすべての関係者で、モニタ
リング方法、モニタリングポイ
ントを共有

29
モニタリングワークショップ
Monitoring workshop

モンドルキリ州都 10 農業局職員 2
モニタリング評価
専門家、プロジェ
クトスタッフ

1 2010年7月 非インフラ事業No.19
パイロット事業で使用するモニタリングシート
を作成

30
農業研修
Agriculture training

モンドルキリ州都 24 州農業局、郡農業オフィス 2
バッタンバン農業
局職員（BRAND
C/P）

2 2010年8月 20.01%
ExComの予算で実施している他の農業研
修事業でこの研修で学んだ技術を農民に
教えた

塩水選、種子消毒

31
パイロット事業フィードバックワークショップ
Pilot Project Feedback Workshop

ラタナキリ州都 76

州職員、セクター局職員、郡
職員（モンドルキリ州及びラ
タナキリ州）、コミューン職
員、農民

2 2010年9月
第2サイクルで実施されている
パイロット事業

パイロット事業計画、実施、モニタリング・評価
を通じての学びや課題、問題点、解決手法な
どの振り返及び共有

FWUCを除き、すべての事業実施者が
テーマに基づき、発表資料を作成し発表
した

32
事業計画ワークショップ
Project planning workshop

コニャック郡 15 マチュンガダム裨益者 1 2010年9月 インフラ事業No.7
事業の計画、実施、管理方法、契約書の条件
の確認方法
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標

 
指

標
の

入
手

手
段

 
外

部
条

件
 

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
よ

り

1
0
～

1
5
年

後
）
 

対
象

州
に

お
い

て
、

持
続

的
地

域
開

発
事

業

に
よ

り
、

貧
困

が
緩

和
さ

れ
る

。
 

対
象

州
に

お
い

て
 

 
貧

困
世

帯
が

減
少

す
る

。
 

 

 
2
0
0
8
年

及
び

2
0
1
8
年

の
セ

ン
サ

ス

の
比

較
 

 

 

上
位

目
標

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
よ

り
5
～

1
0

年
後

）
 

対
象

州
に

お
い

て
、

州
政

府
に

よ
り

、
主

体

的
か

つ
戦

略
的

に
州

開
発

事
業

が
実

施
さ

れ
る

。
 

 

対
象

州
に

お
い

て
 

1
. 

州
戦

略
開

発
計

画
の

質
が

向
上

す
る

。
 

2
. 

州
政

府
に

よ
り

事
業

進
捗

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
さ

れ
、

必
要

な
指

導
が

な
さ

れ
て

い
る

。
 

 

1
．

 
両

州
の

州
戦

略
開

発
計

画
 

2
．

 
両

州
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
ほ

か

関
連

書
類

、
関

係
者

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

  

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 

対
象

と
す

る
州

に
お

い
て

、
持

続
的

地
域

開

発
の

た
め

の
地

方
行

政
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

 

ラ
タ

ナ
キ

リ
州

ア
ン

ド
メ

ア
郡

、
コ

ン
モ

ン
郡

に
お

い
て

 

1
. 

今
ま

で
取

り
組

み
が

遅
れ

て
い

た
分

野
（
非

イ
ン

フ
ラ

事
業

な

ど
）
を

含
め

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
持

続
的

な
郡

開
発

事
業

が
策

定
・
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

2
. 

地
方

行
政

官
に

よ
り

農
村

開
発

事
業

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
さ

れ
て

い
る

。
 

モ
ン

ド
ル

キ
リ

州
に

お
い

て
 

3
. 

今
ま

で
取

り
組

み
が

遅
れ

て
い

た
分

野
（
非

イ
ン

フ
ラ

事
業

な

ど
）
を

含
め

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
持

続
的

な
農

村
開

発
に

係
る

セ
ク

タ
ー

局
開

発
事

業
が

策
定

・
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

4
. 

地
方

行
政

官
に

よ
り

セ
ク

タ
ー

局
開

発
事

業
が

モ
ニ

タ
リ

ン

グ
・
評

価
さ

れ
て

い
る

。
 

国
家

レ
ベ

ル
に

お
い

て
 

5
. 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

知
見

を
制

度
化

す
る

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

で
得

ら
れ

た
教

訓
が

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
反

映
さ

れ
て

い
る

。
 

１
．

 
対

象
地

域
及

び
セ

ク
タ

ー
の

事
業

計
画

 

2
．

 
各

種
報

告
書

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告

書
、

事
業

完
了

報
告

書
な

ど
）
、

関

係
者

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

3
．

 
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
へ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

知
見

の
反

映
 

 

 

1
. 

地
方

分
権

化
の

政
策

・
方

針

が
大

き
く
変

わ
ら

な
い

。
 

2
. 

N
C

D
D

の
枠

組
み

が
変

更
さ

れ
な

い
。

 

3
. 

P
R

D
C

及
び

各
セ

ク
タ

ー
省

庁
の

人
材

が
、

政
府

組
織

外

に
流

出
し

な
い

。
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2

 成
果

 

1
. 

地
方

行
政

官
の

分
析

・
調

査
能

力
が

向
上

す
る

 

 モ
ン

ド
ル

キ
リ

州
、

ラ
タ

ナ
キ

リ
州

に
お

い
て

 

1
-
1
 

デ
ー

タ
分

析
及

び
調

査
結

果
に

基
づ

く
状

況
調

査
報

告
書

（
州

ご
と

）
が

完
成

す
る

。
 

1
-
2
 

問
題

分
析

に
関

す
る

モ
ジ

ュ
ー

ル
研

修
が

１
コ

ー
ス

以
上

行

わ
れ

、
受

講
者

の
研

修
後

の
能

力
が

向
上

し
て

い
る

。
 

1
-
3
 

開
発

計
画

に
お

い
て

、
対

象
地

域
の

優
先

事
業

に
係

る
量

的
デ

ー
タ

が
使

用
さ

れ
る

。
 

 
各

種
報

告
書

（
調

査
報

告
書

、
モ

ニ

タ
リ

ン
グ

レ
ポ

ー
ト

、
事

業
完

了
報

告
書

、
評

価
報

告
書

な
ど

）
 

 
研

修
報

告
書

 

 
研

修
前

後
の

理
解

度
テ

ス
ト

の
結

果
*
5
 

6
 

 
地

域
資

源
が

著
し

く
喪

失
さ

れ
な

い
。

 

2
. 

地
方

行
政

官
の

地
域

開
発

計
画

策
定

能
力

が
向

上
す

る
 

2
-
1
  
ラ

タ
ナ

キ
リ

州
の

行
政

官
に

よ
り

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

郡
の

地
域

開

発
計

画
策

定
が

な
さ

れ
て

い
る

。
 

2
-
2
  
モ

ン
ド

ル
キ

リ
州

の
行

政
官

に
よ

り
、

優
先

分
野

に
お

け
る

セ

ク
タ

ー
局

の
開

発
計

画
が

策
定

さ
れ

て
い

る
。

 

2
-
3
  
地

方
行

政
官

に
よ

り
地

域
開

発
事

業
が

計
画

、
実

施
さ

れ

る
。

 

2
-
4
  
地

域
開

発
計

画
の

策
定

プ
ロ

セ
ス

改
善

に
関

す
る

報
告

書

が
作

成
さ

れ
る

。
 

 
関

連
す

る
行

政
官

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ

ー
結

果
 

 
地

方
行

政
官

に
よ

る
報

告
書

作
成

数
 

 
事

業
計

画
・
実

施
プ

ロ
セ

ス
及

び
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
シ

ス
テ

ム
の

改

善
報

告
書

 

 

 

3
. 

地
方

行
政

官
の

地
域

開
発

事
業

実

施
・
管

理
能

力
が

向
上

す
る

。
 

3
-
1
  
地

方
行

政
官

に
よ

り
、

地
域

開
発

事
業

の
契

約
管

理
と

業
務

管
理

が
行

わ
れ

る
。

 

3
‐
2
  
対

象
と

な
る

行
政

官
の

、
事

業
実

施
に

関
す

る
知

識
が

向
上

し
て

い
る

。
 

3
-
3
  
事

業
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

改
善

に
関

す
る

報
告

書
が

作
成

さ
れ

る
。

 

 
 

4
. 

地
方

行
政

官
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価

能
力

が
向

上
す

る
。

 

4
-
1
  

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
を

は
じ

め
各

種
事

業
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

 価
計

画
が

作
成

さ
れ

る
。

 

4
-
2
  
上

記
計

画
に

沿
っ

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
が

実
施

さ
れ

る
。

 

4
-
3
  
対

象
と

な
る

行
政

官
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
の

知
識

が
向

上

し
て

い
る

。
 

4
-
4
  
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
の

手
法

及
び

体
制

改
善

に
関

す
る

報

告
書

が
作

成
さ

れ
る

。
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3

 活
動

 

両
州

の
各

担
当

行
政

官
と

と
も

に
、

以
下

の
活

動
を

実
施

す
る

。
 

1
-
1
 農

村
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
す

る
。

 

1
-
2
 州

の
基

礎
情

報
を

確
認

、
整

理
す

る
。

 

1
-
3
 ラ

タ
ナ

キ
リ

州
で

郡
支

援
S
W

O
T
分

析
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
す

る
。

 

1
-
4
 モ

ン
ド

ル
キ

リ
州

で
研

修
ニ

ー
ズ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

す
る

。
 

1
-
5
 研

修
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
す

る
。

 

 

投
入

 

1
 

日
本

側
 

 
専

門
家

（
地

域
開

発
計

画
、

農
村

開
発

・
社

会
調

査
、

農
村

イ
ン

フ
ラ

計

画
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
、

地
方

行
政

、
業

務
調

整
、

提
案

分
野

）
 

 
機

材
 

 
O

J
T
事

業
運

営
費

 

 

2
-
1
 

ラ
タ

ナ
キ

リ
州

の
郡

の
開

発
計

画
策

定
の

た
め

の
O

J
T

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

す
る

。
 

2
-
2
 

モ
ン

ド
ル

キ
リ

州
の

開
発

計
画

に
対

す
る

優
先

分
野

の
選

定
を

支
援

す
る

。
 

2
-
3
 

モ
ン

ド
ル

キ
リ

州
の

優
先

分
野

に
お

け
る

セ
ク

タ
ー

局
の

開
発

計
画

策
定

を
支

援
す

る
。

 

2
-
4
 

郡
及

び
セ

ク
タ

ー
局

の
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
策

定
を

支
援

す
る

。
 

2
-
5
 

モ
ン

ド
ル

キ
リ

州
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
結

果
に

基
づ

き
、

セ
ク

タ

ー
局

の
開

発
計

画
策

定
プ

ロ
セ

ス
の

改
善

を
提

案
す

る
。

 

2
-
6
 

ラ
タ

ナ
キ

リ
州

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
結

果
に

基
づ

き
、

郡
の

開
発

計
画

策
定

プ
ロ

セ
ス

の
改

善
の

提
案

を
す

る
。

 

 

2
 

カ
ン

ボ
ジ

ア
側

 

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

配
置

 

 
オ

フ
ィ

ス
ス

ペ
ー

ス
及

び
事

務
機

器
 

 
経

常
経

費
 

前
提

条
件

 

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト

が
適

切
に

配
置

さ

れ
る

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
コ

ン
セ

プ
ト

が
関

係
者

に
受

け
入

れ
ら

れ
る

。
 

3
-
1
 

地
方

行
政

官
に

対
し

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

を
通

じ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
と

実
施

に
関

す
る

O
J
T
、

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

。
 

3
-
2
 

ニ
ー

ズ
の

高
い

分
野

の
事

業
実

施
に

必
要

な
技

術
の

モ
ジ

ュ
ー

ル
研

修
及

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

研
修

を
行

う
。

 

3
-
3
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
結

果
に

基
づ

き
事

業
実

施
手

順
の

改
善

の
提

案
を

す
る

。
 

 

 
 

4
-
1
 

地
方

行
政

官
に

対
し

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

を
通

じ
事

業
管

理
に

係
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
の

O
J
T
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

す
る

。
 

4
-
2
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
の

評
価

を
行

う
。

 

4
-
3
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

評
価

に
関

す
る

モ
ジ

ュ
ー

ル
研

修
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

。
 

4
-
4
 

上
記

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
評

価
結

果
を

計
画

策
定

、
事

業
実

施
に

還
元

す
る

仕
組

み

を
提

案
す

る
。
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８．評価グリッド

大
設

問
小

設
問

専
門
家
派
遣
実
績

派
遣
実
績
表

資
料

レ
ビ
ュ
ー

計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
。

供
与
機
材
実
績

供
与
機
材
実
績
表

資
料

レ
ビ
ュ
ー

R
/
D
の
計
画
以
上
に
機
材
が
投
入
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
G
IS
の
機
材
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
）
。

C
/
P
研
修
実
績

C
/
P
研
修
実
績
表

資
料
レ
ビ
ュ
ー

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
特
に
C
/
P
で
あ
る
M
o
I、
E
xC

o
m
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
は
行
っ
て
い
な
い
。
例
外
的
に

E
xC

o
m
　
T
S
U
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
研
修
と
し
て
実
施
し
て
い
る
が
、
T
S
U
ス
タ
ッ
フ
は

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
と
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

現
地
業
務
費
実
績

現
地
業
務
費
実
績
表

資
料
レ
ビ
ュ
ー

計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た

C
/
P
の
配
置

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
投
入
実
績

資
料
レ
ビ
ュ
ー

M
o
Iの

職
員
レ
ベ
ル
の
C
/
P
は
、
当
初
3
名
い
た
の
が
2
名
の
職
員
の
留
学
の
た
め
1
名
に
減
少
し
、
そ
の
後

新
た
な
人
員
の
任
命
は
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
C
/
P
は
計
画
ど
お
り
で
あ
っ
た
。

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
及
び
事
務
機
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
投
入
実
績

資
料
レ
ビ
ュ
ー

計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
。

経
常
経
費

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
投
入
実
績

資
料
レ
ビ
ュ
ー

ラ
州
に
つ
い
て
は
、
電
気
・
水
道
代
な
ど
の
経
常
経
費
は
負
担
さ
れ
て
い
る
が
、
モ
州
に
つ
い
て
は
、
電
気

代
の
負
担
は
さ
れ
て
い
な
い
。
2
0
1
0
年
3
月
か
ら
環
境
局
の
部
屋
に
事
務
所
が
移
り
、
停
電
が
多
い
の
で

ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
を
回
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
移
転
の
際
の
話
し
合
い
で
、
電
気
代
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ラ
州

、
モ
州
に
お
け
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
1
に
関
す
る
各
指
標
の
推
移

1
－
1
既
に
達
成
（
2
0
0
8
年
5
月
州
状
況
調
査
報
告
書
を
完
成
、
J
IC
A
、
政
府
関
係
者
に
配
布
）
。
；
1
－
2
既

に
達
成
（
モ
州
2
0
0
9
年
1
1
－
1
2
月
優
先
分
野
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
セ
ク
タ
ー
局
開
発
計
画
策
定

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
問
題
分
析
・
目
的
分
析
を
実
施
。
ラ
州
郡
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
分
析
研
修
、
プ
レ
ポ
ス
ト

テ
ス
ト
伸

び
率

1
6
％

。
開
発

計
画

・
投

資
計

画
策

定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

量
的

デ
ー
タ
を
使
用
し
た
計
画
案
策
定
を
通
じ
て
分
析
能
力
が
向
上
。
）
；
1
－
3
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
の
開
発
計
画
策

定
に
お
い
て
、
既
存
の
州
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
郡
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
が
活
用
さ
れ
、
ラ
州
で
は
量
的
デ
ー
タ
が
活
用

さ
れ
た
。
ラ
州
関
係
者
は
量
的
デ
ー
タ
の
見
方
と
活
用
方
法
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
て
い
る
。
モ
州
。
優
先

分
野
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
セ
ク
タ
ー
局
開
発
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
P
D
M
案
を

作
成
。
指
標
と
し
て
量
的
デ
ー
タ
を
用
い
た
。

ラ
タ
ナ
キ
リ
州
（
ラ
州
）
、
モ
ン
ド
ル

キ
リ
州
（
モ
州
）
に
お
け
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
2

に
関
す
る
各
指
標
の
推
移

2
－
1
ラ
州
で
は
、
第
2
サ
イ
ク
ル
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
策
定
が
な
さ
れ
た
。
郡
の
課
題
に
対

応
し
た
事
業
を
選
択
す
る
な
ど
、
戦
略
的
な
性
格
も
付
加
。
2
－
2
.モ

州
で
は
、
観
光
・
農
業
分
野
と
い
う
優

先
セ
ク
タ
ー
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
の
セ
ク
タ
ー
の
開
発
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
2
－
3
こ
れ
ら
の
事
業
が
第
2

サ
イ
ク
ル
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
2
－
4
ラ
州
で
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
の
結
果
を
も
と

に
、
郡
開
発
計
画
・
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
に
関
す
る
提
言
書
を
M
O
Iに

提
出
、
N
C
D
D
計
画
小
委
員
会

作
業
部
会
に
お
い
て
計
画
策
定
に
関
す
る
提
言
を
行
っ
た
。

ラ
州

、
モ
州
に
お
け
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
3
に
関
す
る
各
指
標
の
推
移

3
－
1
第
2
サ
イ
ク
ル
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
お
い
て
、
地
方
行
政
官
に
よ
り
、
契
約
管
理
と
業
務

管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
と
比
較
し
て
、
書
類
作
成
を
自
ら
行
う
な
ど
、
主
体
性
を

発
揮
し
て
い
る
。
3
－
2
モ
ジ
ュ
ー
ル
研
修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
委
員
会
を
中
心
と
し
た
事
業
管
理
の

や
り
方
な
ど
、
事
業
実
施
に
関
す
る
知
識
は
向
上
し
た
。
た
だ
し
、
第
1
サ
イ
ク
ル
で
単
発
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
研

修
の
み
実
施
さ
れ
た
も
の
（
例
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
家
庭
内
暴
力
、
環
境
影
響
評
価
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
果
は

あ
ま
り
明
確
で
な
い
。
3
－
3
．
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
集
の
ド
ラ
フ
ト
は
2
0
0
9
年
5
月
に
内
務
省
に
提
出
済
み
。
今

後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
時
ま
で
に
現
在
の
ド
ラ
フ
ト
の
改
訂
版
を
作
成
す
る
。

ラ
州

、
モ
州
に
お
け
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
4
に
関
す
る
各
指
標
の
推
移

4
－
1
モ
州
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
計
画
が
作
成
さ
れ
た
。
ラ
州
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
計
画
は

作
成
さ
れ
た
か
。
4
－
2
計
画
に
沿
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。
4
－
3
モ
州
で
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
評
価
研
修
が
実
施
さ
れ
、
行
政
官
の
知
識
が
向
上
し
た
。

ラ
州

ア
ン
ド
メ
ア
郡
、
コ
ン
モ
ン
郡
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
に
関
す
る

指
標

の
推

移

今
ま
で
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
た
分
野
（
例
イ
ン
フ
ラ
、
救
急
車
、
ゴ
ミ
処
理
、
学
校
、
図
書
館
）
を
含
め
、

ニ
ー
ズ
サ
ー
ベ
イ
や
現
状
分
析
に
よ
っ
て
優
先
順
位
を
つ
け
て
選
択
さ
れ
た
郡
開
発
事
業
が
策
定
・
実
施

さ
れ
て
い
る
。
2
.ま

た
、
郡
開
発
事
業
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
さ
れ
て
い
る
。
技
術
研
修
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ー
ト
を
用
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
に
よ
り
、
T
S
U
職
員
や
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
従
事
す
る
者
が
工
事
の
進
捗
状
況
や
問
題
点
な
ど
を
あ
る
程
度
見
極
め
て
問
題
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

モ
州
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
に
係
る
指
標
の
推
移

3
.優

先
分
野
の
開
発
計
画
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
選
定
さ
れ
た
優
先
事
業
を
中
心
に
、
各
セ
ク
タ
ー
局
の

開
発
計
画
が
見
直
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
郡
職
員
、
セ
ク
タ
ー
局
職
員
に
対

し
て
実
施
さ
れ
た
各
種
研
修
（
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
作
成
、
契
約
書
作
成
、
財
務
手
続
き
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
を
通

じ
て
、
事
業
実
施
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
が
向
上
し
た
。
4
.セ

ク
タ
ー
局
開
発
事
業
に
か
か
わ
る
地
方
行
政

官
（
コ
ミ
ュ
ー
ン
、
郡
、
州
職
員
）
各
活
動
ご
と
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
活
用
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
技
術
研
修
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
用
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
に
よ
り
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
従
事
す
る
者
が
工
事
の
進
捗
状
況
や
問
題
点
な
ど
を
あ
る
程
度
見
極
め
て
問
題
解
決
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

国
家
レ
ベ
ル

に
お
い
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
知
見
の
制
度
化
の
た
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
教
訓
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・マ

ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
（
中
間
評
価
提
言
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）
。

N
C
D
D
事
務
局
が
策
定
し
た
郡
開
発
計
画
策
定
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
最
終
ド
ラ
フ
ト
に
は
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
提
案
し
た
項
目
（
計
画
策
定
過
程
全
体
の
簡
素
化
、
分
析
手
法
の
導
入
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
計
画
と

の
関
連
性
、
N
G
O
と
の
協
力
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
等
）
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

上
位

目
標

上
位
目
標
達
成
の
見
込
み
は
あ
る
か

投
入
・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
実
績
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
見
込
み
、
活
動
の

状
況
と
照
合
し
て
、
上
位
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
終

了
後

3
-
5
年

後
に
発
現
が
見
込
ま
れ
る
か

P
D
M
3
の
上
位
目
標
の
指
標

各
種
報
告
書
（
進
捗
状
況
報

告
書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
己
評

価
な
ど
）、

専
門
家
、
ラ
州

・
モ
州
関
係
機
関

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
関
係
者
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
（F

G
D
）

P
D
M
３
に
お
い
て
、
上
位
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
5
～
1
0
年
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
の
達
成

見
込
み
の
判
断
は
困
難
で
あ
る
。

活
動

計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
た
か

ラ
州

、
モ
州
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
中
間
評
価
以
降
の
活
動
は
計
画
ど

お
り
実

施
さ
れ

た
か

活
動
実
績

活
動
実
績
表
、
P
O
、
進
捗
状

況
報
告
書
、
専
門
家

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
た
。
終
了
時
評
価
時
点
で
ま
だ
未
実
施
あ
る
い
は
実
施
が
完
了
し
て
い
な

い
活
動
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
3
－
3
、
4
－
4
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
集
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
フ
ト
は
内
務
省
に

提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
最
終
化
に
向
け
た
更
な
る
作
業
が
必
要
。
4
－
2
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
コ
ス
ト
の
出
所
な
ど
が
不
明
確
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
持
続
可
能
性
の
模
索
を
含
め
た
評
価
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
関
連
す
る

行
政
官
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
質
問

票
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
己
評
価
、
進

捗
状
況
報
告
書
、
中
間
評
価

報
告
書
、
研
修
報
告
書
、
研

修
前
後
の
理
解
度
テ
ス
ト
の

結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー

プ
、
地
方
行
政
官
に
よ
る
報

告
書
作
成
数
、
事
業
計
画
・

実
施
プ
ロ
セ
ス
及
び
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・
評
価
シ
ス
テ
ム
の
改

善
報
告
書

デ
ー
タ
収

集
方

法
情

報
源

必
要

な
デ
ー
タ

投
入

の
実

績

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
投
入
は
計
画
ど
お
り
実

施
さ
れ
た
か

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は

計
画

ど
お
り
産

出
さ
れ

た
か

P
D
M
3
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
指
標

デ
ー
タ
収

集
結

果

日
本

側
投

入
は

計
画

ど
お
り
実

施
さ
れ
た

評
価

設
問

各
種
報
告
書
（
進
捗
状
況
報

告
書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
己
評

価
な
ど
）
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
専
門
家
、
ラ
州
・モ

州
関
係
機
関

P
D
M
3
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の

指
標

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
指
標
の
推
移

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
関
係
者
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
（F

G
D
）

評
価

項
目

1 　 実 績 の 検 証

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
成

果
）
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大
設

問
小

設
問

評
価

項
目

デ
ー
タ
収

集
結

果
評

価
設

問
情

報
源

必
要

な
デ
ー
タ

デ
ー
タ
収

集
方

法

ど
の
よ
う
な
方
法
・手

法
だ
っ
た
か

①
両
州
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
よ
る
O
J
T
の
実
施
を
通
し
た
技
術

移
転

の
状

況

活
動
実
績
表
、
各
種
報
告
書

（
進
捗
状
況
報
告
書
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
自
己
評
価
な
ど
）

資
料
レ
ビ
ュ
ー

ラ
州
、
モ
州
合
わ
せ
て
、
2
7
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
、
5
2
の
非
イ
ン
フ
ラ
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
を
見
計
ら
っ
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
研
修
の
ト
ピ
ッ
ク
を
導
入
す
る

こ
と
に
心

が
け
た
。
つ
ま
り
、
研

修
参
加

者
が

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
計

画
立

案
を
行

わ
な
け
れ

ば
な
ら

な
い
と
き
に
計
画
立
案
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
研
修
を
実
施
す
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
方
法
が
非
常
に

有
効
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
証
言
し
た
。

実
施

過
程

で
問

題
は

な
か

っ
た
か

②
両

州
に
お
け
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
研
修
を
通
し
た
技
術
移
転
の
状
況

研
修
報
告
書

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質

問
票

）

上
記

の
よ
う
な
や

り
方

で
モ
ジ
ュ
ー
ル

研
修

と
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組

み
合

わ
せ

た
た
め
、
1
回

ご
と

の
モ
ジ
ュ
ー
ル
研
修
の

ト
ピ
ッ
ク
が
限

定
的

な
範

囲
の

も
の

と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
導
入

さ
れ

た
モ
ジ
ュ
ー
ル

研
修

ご
と
の

範
囲

は
狭

く
、
（
「
計

画
」
に
関

す
る
研

修
で
あ
っ
て
、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

」
全

般
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
）
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
内
容
が
す
ぐ
に
「
実
践
」
に
よ
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
の
理
解
度
・
知
識
の
定
着
が
大
幅
に
向
上
し
た
。

③
両

州
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
修
を
通
し
た
技
術
移
転
の
状
況

専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
繰
り
返
し
学
ぶ
こ
と
に
よ
る
理
解
度
・
知
識
の
定
着
の
向
上
を
め
ざ
し
た
。
参
加
者
は
、

関
連
し
た
内
容
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
研
修
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
見
学
訪
問
な
ど
の
多
様
な
学
習
機
会
の
組
み
合

わ
せ
で
繰
り
返
し
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
学
習
機
会
に

は
、
成
人
教
育
に
効
果
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ピ
ア
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
、
仲

間
同
士
か
ら
学
ぶ
要
素
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
4
「
州
地
方
行
政
官
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
能
力
が

向
上
す
る
」
の
活
動
実
績
は
ど
う
か

活
動
実
績

活
動
実
績
表
、
進
捗
状
況
報

告
書
、
専
門
家
、
C
/
P

全
体
と
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
に
基
づ
い
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
た
。
モ
州
で
は
、
各
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
の
進
捗
に
応
じ
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
手
順
、
担
当
者
の
役
割
を
明
確
化
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー
ト
や

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
方
法
、
事
業
評
価
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。
ラ
州
で
は
、
O
J
T
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
に
関
す
る
基
本
的
知
識
、
実
施
方
法
、
情
報
の
共
有
体
制
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

体
制
な
ど
に
つ
い
て
支
援
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
第
1
サ
イ
ク
ル
で
は
、
主
と
し
て
活
動
レ
ベ
ル
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
評
価
能
力
を
向
上
さ
せ
た
が
、
第
2
サ
イ
ク
ル
で
は
、
事
業
成
果
、
目
標
、
ゴ
ー
ル
レ
ベ
ル
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
評
価
能
力
も
向
上
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
が
行
わ
れ
た
。

中
間
評
価
で
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

そ
の
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
ど
う
か

。
中
間
評
価
結
果
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
状

況
中
間
評
価
報
告
書
、
進
捗
状

況
報
告
書

中
間
評
価
時
点
で
は
、
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
出
来
高
報
告

に
と
ど
ま
り
、
施
工
業
者
へ
の
指
示
や
留
意
事
項
、
詳
細
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
終
了
時
評
価
で
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
事
業
の
改
善
に
つ
な
げ
る
、
と
い
う

点
で
改
善
が
み
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
特
に
T
S
U
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
か
か
わ
る
費
用
の

支
払
い
が
不
十
分
で
あ
る
、
遅
延
し
が
ち
、
な
ど
の
理
由
で
、
基
本
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
を
行
う
こ
と
に

対
す
る
待
遇
面
で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
欠
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
T
S
U
の
職
員
が
来
な
い
た
め
に
事
業

の
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
、
な
ど
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
側
か
ら
の
苦
情
も
聞
か
れ
た
。

実
施

体
制

に
問
題
は
な
い
か

専
門
家
、
C
/
P
の
意
見

中
間
評
価
報
告
書

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
P
D
M
上
の
活
動
の
ほ
と
ん
ど
が
2
州
で
実
施
さ
れ
る
研
修
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

集
中
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
家
の
投
入
の
面
（
人
・
月
）
で
は
、
在
内
務
省
の
長
期
専
門
家
に

対
し
て
相
当
な
投
入
が
行
わ
れ
て
お
り
、
活
動
と
投
入
の
間
に
齟
齬
が
あ
る
。

意
思
決
定
過
程
は
適
切
で
あ
っ
た
か

意
思
決
定
の
実
績

議
事
録
（
J
C
C
）

J
C
C
は
年
1
回
し
か
開
催
さ
れ
て
い
な
い
が
、
意
思
決
定
過
程
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
な
し
。

関
連

組
織

と
の

調
整
・
連
携
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か

関
係
機
関
の
意
見

専
門
家
、
内
務
省
、
ラ
州
・
モ

州
C
/
P
、
ラ
州
・
モ
州
関
係
機

関

2
州
に
お
い
て
は
郡
政
府
、
州
政
府
な
ど
の
関
連
組
織
と
の
関
係
は
、
お
お
む
ね
良
好
で
あ
る
。
た
だ
し
、

終
了
時
評
価
に
至
る
ま
で
に
は
、
州
・
郡
事
務
所
職
員
の
不
正
等
の
関
係
で
プ
ロ
マ
ネ
、
郡
長
を
は
じ
め
と

し
た
職
員
の
交
代
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
の
専
門
家
に
は
苦
労
が
あ
っ

た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
適
切
だ
っ
た
か

専
門
家
と
C
/
P
の
意
見

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
た
専
門
家
の
多
く
が
、
「
業
務
実
施
コ
ン
サ
ル
と
直
営
専
門
家
が
同
一
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
存
在
す
る
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
の
円
滑
化
と
い
う
意
味
で
は
良
い
方
法
で
は
な
い
」
と
の

感
想
を
も
っ
た
よ
う
だ
。
双
方
の
努
力
に
よ
り
、
開
始
直
後
に
顕
在
し
て
い
た
意
見
の
相
違
の
調
整
も
で
き
、

現
在
は
特
に
大
き
な
問
題
は
な
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
双
方
と
も
に
遠

慮
し
て
い
る
感
が
あ
り
、
第
1
回
J
C
C
の
あ
と
に
業
務
範
囲
の
合
意
を
示
し
た
M
O
U
に
サ
イ
ン
さ
れ
て
か
ら

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
積
極
的
に
協
力
し
合
う
と
い
う
よ
り
は
、
で
き
る
だ
け
お
互
い
に

干
渉
せ
ず
、
自
分
の
領
分
の
仕
事
を
こ
な
そ
う
、
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め

に
、
C
/
P
の
一
部
で
あ
る
内
務
省
と
の
情
報
疎
通
は
あ
ま
り
活
発
で
は
な
か
っ
た
旨
、
内
務
省
担
当
官
か
ら

も
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
適
切
だ
っ
た
か

専
門
家
、
C
/
P
、
関
係
部
署
、

D
P
ｓ
の
意
見

2
州
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
チ
ー
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
良
か
っ
た
。
ド

ナ
ー
グ
ル
ー
プ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
ま
り
活
発
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

実
施
機
関
と
C
/
P
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
認
識
の
共
有
度

各
種
報
告
書
（
進
捗
状
況
報

告
書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
己
評

価
な
ど
）

資
料
レ
ビ
ュ
ー

モ
州
プ
ロ
マ
ネ
を
含
め
、
2
州
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
の
中
に
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
本
質
が
「
能
力
向

上
」
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
薄
く
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
便
益
に
の
み
興
味
を
示
す

発
言
を
す
る
人
た
ち
が
散
見
さ
れ
た
。

実
施
機
関
と
C
/
P
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
取
り
組
み
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

専
門
家
、
内
務
省
、
ラ
州
・
モ

州
C
/
P
、
関
係
者

C
/
P
の
配
置
は
適
切
で
あ
っ
た
か

専
門
家
の
意
見

専
門
家
報
告
書
、
専
門
家

必
要
な
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
は
負
担
さ
れ
た
か

ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担
状
況

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
投
入
実
績

資
料
レ
ビ
ュ
ー

ラ
州
に
つ
い
て
は
、
電
気
・
水
道
代
な
ど
の
経
常
経
費
は
負
担
さ
れ
て
い
る
が
、
モ
州
に
つ
い
て
は
、
電
気

代
の
負
担
は
さ
れ
て
い
な
い
。
2
0
1
0
年
3
月
か
ら
環
境
局
の
部
屋
に
事
務
所
が
移
り
、
停
電
が
多
い
の
で

ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
を
回
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
移
転
の
際
の
話
し
合
い
で
、
電
気
代
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
政

府
（
内

務
省

）
の

コ
ミ
ッ
ト
メ

２ 　 実 施 プ ロ セ ス の 検 証

技
術

移
転

方
法

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運

営

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
体
制
は
適
切
で

あ
っ
た
か

C
/P

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全

般
は

適
切

だ
っ

た
か

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

た
か
。
（
定
期
的
だ
っ
た
か
、
問
題
解
決

に
つ
な
が
っ
た
か
な
ど
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
側

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

活
動
実
績

専
門
家
、
C
/
P
、
関
係
者
の
意

見

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
F
G
D

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
、

F
G
D
）

専
門
家
、
内
務
省
、
ラ
州
・
モ

州
C
/
P
、
関
係
者

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
C
/
P
（
内
務
省
・
E
xC

o
m
）
は
、
自
ら
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
中
心
的
活
動
に
か
か
わ
る

と
い
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
特
に
高
い
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
な
か
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
に
支
障
を
来
さ
な
い
程
度
に
協
力
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
内
務
省
）
は

E
xC

o
m
が
協
力
す
る
よ
う
に
目
を
利
か
せ
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
な
意
味
で
の
役
割
は

果
た
し
て
く
れ
て
い
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）
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大
設

問
小

設
問

評
価

項
目

デ
ー
タ
収

集
結

果
評

価
設

問
情

報
源

必
要

な
デ
ー
タ

デ
ー
タ
収

集
方

法

専
門
家
、
C
/
P
、
ラ
州
・
モ
州
そ

の
他
関
係
者
の
意
見

専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P
、

ラ
州
・
モ
州
そ
の
他
関
係
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

会
議
・
研
修
等
の
活
動
へ
の
参

加
状
況

会
議
・
研
修
等
の
活
動
参
加

者
リ
ス
ト

資
料
レ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
過
程
の
阻
害
要
因
・

貢
献

要
因

阻
害
要
因
、
貢
献
要
因
は
何
か
、
問
題
へ
の
対
応
は
適
切
だ
っ
た
か

専
門
家
、
C
/
P
、
関
係
機
関
の

意
見

進
捗
状
況
報
告
書
、
専
門

家
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

貢
献
要
因
と
し
て
は
、
・
2
州
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
間
に
は
大
変
優
れ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
2
州
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
双

方
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
全
体
的
な
士
気
が
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
阻
害
要
因
と
し
て

は
、
第
一
に
、
既
に
上
記
に
記
述
し
た
と
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
専
門
家
間
に
、
特
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当

初
意
見
の
相
違
が
顕
在
し
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
期
間
を
通
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
内
に
一
定
の
「
距
離
」
が
生
じ
た
こ
と
。
第
二
に
、
E
xC

o
m
職
員
は
、
基
本
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
の
た
め
に
余
分
な
労
力
を
割
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
か
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば

E
xC

o
m
職
員
の
給
与
補
填
停
止
問
題
（
他
の
ド
ナ
ー
が
そ
れ
ま
で
支
払
っ
て
い
た
給
与
補
填
が
支
払
わ
れ

な
く
な
っ
た
）
が
2
0
1
0
年
初
頭
に
生
じ
た
と
き
に
、
E
xC

o
m
の
契
約
機
能
が
一
時
停
止
す
る
な
ど
の
事
態
が

生
じ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
た
か

受
益
者
、
ラ
州
・
モ
州
関
係
者

の
意
見

受
益
者
、
ラ
州
・
モ
州
そ
の

他
関
係
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

合
致
し
て
い
た
。
す
べ
て
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
い
て
選
定
さ
れ
た
。
特
に
ラ

州
に
つ
い
て
は
、
郡
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
た
か
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
意
見

ラ
州
・
モ
州
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ

ル
ー
プ
（
州
・
郡
行
政
官
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

合
致
し
て
い
た
。
す
べ
て
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
い
て
選
定
さ
れ
た
。
ラ
州
に

つ
い
て
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
は
、
郡
で
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。
モ
州

に
つ
い
て
は
、
中
央
省
庁
の
優
先
分
野
の
事
業
が
州
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。

わ
が

国
援

助
方
針
、
国
別
事
業
実
施
計
画
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
中
間

評
価

時
以

降
変
更
は
な
い
か

援
助
重
点
分
野
と
の
関
連
性
、

国
別
事
業
実
施
計
画
等
と
の

関
連
性

援
助
重
点
分
野
、
国
別
事
業

実
施
計
画
等

特
に
変
化
な
し
。

四
辺
形
戦
略
、
第
2
次
四
辺
形

戦
略
、
国
家
戦
略
開
発
計
画

等 J
IC
Ａ
に
よ
る
事
前
評
価
が
行
わ

れ
た
プ
ロ
セ
ス
（
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
、

ロ
グ
フ
レ
ー
ム
）
、
計
画
策
定
の

経
緯
、
P
D
M

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
座
学
に
よ
る
研
修
、
O
J
T
を
通
し
た
能
力
向

上
）
は
適
切
で
あ
っ
た
か

事
前
・
中
間
評
価
者
、
専
門

家
、
C
/
P
の
意
見

中
間
評
価
報
告
書
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
自
己
評
価
、
研
修
報

告
書
、
専
門
家
、
内
務
省
、

ラ
州
・
モ
州
C
/
P
、

適
切
で
あ
っ
た
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
研
修
・
W
S
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
組
み
合
わ
せ
は
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。
実

践
ま
で
し
な
い
と
知
識
が
身
に
つ
か
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
方
法
が
非
常
に
効
果
的
で
あ
っ
た

と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
証
言
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
は
、
事
業
管
理
・
運
営
の
知
識
・
経
験
が
ほ

ぼ
全
く
な
か
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
人
々
が
、
現
在
は
あ
る
程
度
自
分
た
ち
で
事
業
を
実
施
し
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
き
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。

対
象
地
域
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
実

施
地
域
）
の
選
定
は
適
切
か

2
州
を
選
定
し
た
の
は
そ
れ
ま
で
多
く
の
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
実
施
地
域
の
選
定
に
つ
い
て
、
ラ
州
と
モ
州
で
異
な
る
行
政
単
位
（
郡
と
州
セ
ク
タ
ー
局
）
で
実
施
さ

れ
た
の
は
、
あ
ま
り
理
由
が
明
確
で
な
い
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
選
定
、
規
模
、
男
女
比
等
は
適
切
か

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
特
に
ラ
州
に
お
い
て
郡
レ
ベ
ル
の
行
政
官
等
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ

ル
ー
プ
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
は
適
切
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
上
記
の
と
お
り
、
ラ
州
と
モ
州
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ

ル
ー
プ
の
行
政
単
位
が
異
な
っ
た
理
由
は
明
確
で
な
い
。
知
見
の
制
度
化
等
の
観
点
か
ら
も
、
両
州
と
も

に
同
じ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
が
選
定
さ
れ
て
い
た
ほ
う
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
は
明
快
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
数
は
、
全
体
と
し
て
ラ
州
の
方
が
多
い
（
ラ
州
で
は
全
体
で

1
6
0
名
程
度
が
能
力
向
上
の
対
象
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
モ
州
の
対
象
者
は
8
5
名
で
あ
っ
た
。
）
が
、
こ
れ
も

ラ
州
で
は
郡
を
対
象
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
男
女
比
の
統
計
は
な
い
が
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
と
き
の

印
象
で
は
、
女
性
の
比
率
は
、
ラ
州
で
は
3
割
程
度
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
モ
州
は
そ
れ
よ
り
低
い
（
1
～

2
割
程
度
）
。

他
ド
ナ
ー
案
件
と
の
調
整
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
き
て
い
る
か

援
助
協
調
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
実
績

活
動
実
績
表
、
他
ド
ナ
ー
、

専
門
家

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

内
務
省
が
N
C
D
D
の
事
務
局
を
勤
め
て
い
る
の
で
、
内
務
省
付
き
の
長
期
専
門
家
が
中
心
と
な
っ
て
ド

ナ
ー
と
の
調
整
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の

他
中

間
評

価
以

降
の

環
境

変
化

中
間
評
価
以
降
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
り
ま
く
環
境
（
政
策
、
経
済
、
社
会
な

ど
）
に
変
化
は
あ
っ
た
か

専
門
家
、
C
/
P
の
意
見

専
門
家
、
内
務
省
、
ラ
州
・
モ

州
C
/
P

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

環
境
変
化
は
特
に
な
し
。

ラ
州

ア
ン
ド
メ
ア
郡
、
コ
ン
モ
ン
郡
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
ど
の
程

度
達

成
さ
れ

た
か

充
分
に
達
成
し
た
。
上
記
「
実
績
」
欄
参
照
。

モ
州
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
た
か

ラ
州
よ
り
全
般
的
な
能
力
向
上
の
度
合
い
は
低
い
も
の
の
、
充
分
に
達
成
し
た
。
上
記
「
実
績
」
欄
参
照
。

国
家
レ
ベ
ル

に
お
い
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
知
見
の
制
度
化
の
た
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
教
訓
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・マ

ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
さ
れ

て
い
る
か
（
中
間
評
価
提
言
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
が
期
待
し
た
程
度
に
達
成
し
た
。
上
記
「
実
績
」
欄
参
照
。

四
辺
形
戦
略
、
第
2
次
四
辺
形
戦
略
、
現
行
の
国
家
開
発
戦
略
な
ど
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の

上
位

政
策
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
中
間
評
価
時
以
降
変
更

は
な
い
か

専
門
家
、
C
/
P
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ

ル
ー
プ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
受

益
者
の
意
見

手
段

と
し
て
の

適
切

性

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
域

開
発

・
行

政
能

力
強

化
課

題
に
対

し
て

効
果

を
上

げ
る
戦

略
と
し
て
適

切
で

あ
っ
た
か
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
必
要
性
は
高
い
か

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
レ
ポ
ー
ト
、
専
門
家
、
ラ

州
・
モ
州
C
/
P
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

受
益
者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
達

成
状

況

３ 　 妥 当 性

そ
の

他
実

施
プ
ロ
セ
ス
に
か

か
わ

る
要

素

必
要

性

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
受
益
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
サ
イ
ト
視
察
、
専

門
家
・
C
/
P
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
質
問

票
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
達
成
さ
れ
る
か

上
記
1
.実

績
の
検
証
結
果

上
記
1
.実

績
の
検
証
結
果

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
関
係
者
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

特
に
中
間
評
価
か
ら
大
き
な
方
向
性
に
つ
い
て
は
変
化
な
し
。
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
2
0
0
8
年
に
施
行
さ

れ
た
地
方
行
政
法
に
基
づ
き
、
今
後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
方
開
発
活
動
に
お
い
て
、
今
後
州
と
郡
が
よ
り
中

心
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
能
力
強
化
活
動
に
お
い
て
も
、
今
後
1
0
年
間

の
D
&
D
推
進
に
向
け
た
国
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
N
P
-
S
N
D
D
、
2
0
1
0
－
2
0
1
9
）
に
基
づ
く
3
カ
年
投
資
計
画
（
IP
3
）

の
中
で
州
・
郡
の
人
材
育
成
が
焦
点
と
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

優
先

度

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
や
関
係
組
織
の
参
加
度
・
認
識
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
や

関
係
組
織
の

参
加

度
と
認

識

上
位
政
策
と
の
整
合
性
は
あ
る
か

中
間
評
価
報
告
書
、
日
本
大

使
館
、
J
IC
A
関
係
者
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
係
者

上
記
1
.実

績
の

検
証

結
果

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
は
全
般
と
し
て
非
常
に
積
極
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
も
全
般
と
し
て
高
か
っ
た
。
（
た
だ
し
、
モ
州
に
つ
い
て
は
農
業
局
が
最
も
よ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
図
な
ど
を

理
解
し
て
い
る
、
な
ど
、
多
少
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
は
あ
っ
た
）
。
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大
設

問
小

設
問

評
価

項
目

デ
ー
タ
収

集
結

果
評

価
設

問
情

報
源

必
要

な
デ
ー
タ

デ
ー
タ
収

集
方

法

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
因

果
関

係
の

有
効

性
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
充
分
で
あ
っ
た

か
P
D
M
３
、
専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州

C
/
P
の
意
見

P
D
M
３
、
専
門
家
・
ラ
州
・
モ

州
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
分
析
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
（
質

問
票

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
指
標
1
、
2
、
に
つ
い
て
は
充
分
で
あ
っ
た
が
、
指
標
3
に
つ
い
て
は
充
分
で
は
な
い
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
に
至
る
外
部
条
件
は
現
時
点
に
お

い
て
も
正
し
い
か

特
に
外
部
条
件
に
変
化
は
な
い
が
、
P
D
M
3
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
段
階
の
外
部
条
件
の
記
載

は
不

充
分

で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

段
階

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
の

指
標

3
に
つ
な
が

る
も
の

が
な

い
が
、
外
部
条
件
の
面
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
知
見
の
国
家
政
策
へ
の
制
度
化
の
観
点
か
ら
、
援
助
協
調

な
ど
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
同
分
野
で
の
環
境
に
関
す
る
記
述
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

外
部
条
件
の
影
響
は
あ
っ
た
か

な
し
。

中
間
評
価
以
降
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
の
新
た
な
貢
献
、
阻
害
要
因

は
出
現
し
た
か

専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P
の

意
見

専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

上
記
「
実
施
プ
ロ
セ
ス
」
参
照
。

技
術

移
転

を
受

け
た
C
/
P
は
中
間
評
価
以
降
継
続
し
て
勤
務
し
て
き
た

か
。
高
い
離
職
率
に
対
す
る
対
策
は
講
じ
ら
れ
た
か
（
中
間
評
価
提
言

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

ラ
州
・
モ
州
C
/
P
の
勤
務
状
況

ラ
州
・
モ
州
C
/
P
、
ラ
州
、
モ

州
人
事
方
針

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

C
/
P
で
あ
る
E
xC

o
m
職
員
の
離
職
率
の
問
題
は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
特
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
対
策

は
講
じ
て
い
な
い
。
E
xC

o
m
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
能
力
向
上
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
特
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
上
の
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
、
離
職
率
が
高
い
、
と

の
問
題
は
も
と
も
と
な
か
っ
た
。

上
記

に
お
け
る
実
績
の
検
証
結
果
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
産
出
状
況
は
適
切

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
か

適
切
で
あ
る
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
産
出
状
況
は
投
入
に
見
合
っ
て
い
る
か

全
体
と
し
て
適
切
で
あ
る
。
た
だ
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
達
成
度
に
差
異
が
あ
る
。
そ
の
原
因

の
ひ
と
つ
は
、
モ
州
の
現
状
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
は
、
中
間
評
価
以
降
に
選
定
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
期
間
が
ま
だ
短
い
（
1
年
強
）
こ
と
が
あ
る
。
ほ
か
の
理
由
と
し
て
は
、
ラ
州

コ
ン
モ
ン
郡
な
ど
、
鍵
と
な
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
（
こ
の
場
合
は
郡
長
）
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
強
い
と
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
能
力
向
上
の
達
成
度
が
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
J
IC
A
の
他
の
支
援
が
相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
る
か

関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報

専
門
家
、
J
IC
A
関
係
者

J
IC
A
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
専
門
家
等
を
講
師
に
迎
え
て
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
地
方
行
政
法
実

施
運
営
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
今
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
面
で
の
連
携
が
期
待
さ
れ
る
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
達
成
す
る
う
え
で
、
郡
開
発
計
画
策
定
指
導
（
ラ
州
）
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
（
モ
州
）
で
実
施
さ
れ
た
研
修
は
、
適
切
な
科
目
・
内
容
で

あ
っ
た
か

ラ
州

、
モ
州

の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
研
修
に
よ

り
、
受
講
者
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は

ど
の
程
度
向
上
し
て
い
る
か

（
①

地
域

開
発

計
画
、
②
実
施
・
管
理
、
③
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
す
べ
て
に

お
い
て
）

ラ
州

、
モ
州
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
計
画
・
実
施
・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
た
活
動
に
よ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
地
域
開
発

計
画

策
定

能
力
、
事
業
実
施
・
管
理
能
力
は
向
上
し
た
か

両
州
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
経
験
を
も
と
に
し
た
計
画
策
定
、
事
業
実
施
に
関
す

る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
集
の
作
成
、
内
務
省
へ
の
提
出
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
実
施
に
よ
り
、
関
係
者
（
E
xC

o
m
、
郡

ま
た
は
セ
ク
タ
ー
局
）
の
契
約
・
管
理
業
務
の
知
識
は
向
上
し
た
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
E
tc
が
自
立
し

て
実
施
可
能
と
な
っ
た
（
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
2
号
3
ペ
ー
ジ
）
。

活
動
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
至
る
外
部
条
件
は
現
時
点
に
お
い
て
も
正
し
い

か
正
し
い
。
た
だ
し
、
P
D
M
3
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
指
標
３
に
関
連
し
た
活
動
の
記
載
が
な
い
た
め
、
そ
れ

ら
の
活
動
を
組
み
入
れ
た
場
合
は
、
そ
の
他
の
外
部
条
件
の
記
載
も
必
要
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

外
部
条
件
の
影
響
は
あ
っ
た
か

な
し
。

活
動

を
行

う
た
め
の
専
門
家
の
配
置
、
質
、
タ
イ
ミ
ン
グ
は
適
切
か

活
動
と
投
入
の
関
係
に
齟
齬
が
あ
っ
た
。
上
記
「
実
施
プ
ロ
セ
ス
」
の
記
載
を
参
照
。

活
動
を
行
う
た
め
の
供
与

機
材
の
質
・
タ
イ
ミ
ン
グ
は
適
切
か

適
切
で
あ
っ
た
。

ラ
州

、
モ
州
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
研
修
及
び
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
関
す

る
活
動
は
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
実
施
さ
れ
た
か

活
動
実
績

P
O
、
活
動
実
績
表

資
料

レ
ビ
ュ
ー

活
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
問
題
は
な
い
が
、
中
央
へ
の
提
言
が
遅
れ
気
味
で
あ
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
関
す
る
契
約
に
つ
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
慣

例
を
適

用
し
た
契
約
方
法
を
取
り
入
れ
、
瑕
疵
責
任
を
確
保
し
た
か

（
中

間
評

価
の

提
言
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

専
門
家
・
ラ
州
・
モ
州
C
/
P
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
証
言

専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

実
は
中
間
評
価
の
記
載
が
誤
っ
て
い
た
。
両
州
と
も
に
瑕
疵
責
任
期
間
は
も
と
も
と
設
け
て
い
た
が
、
契
約

期
間
の
関
係
で
留
保
金
を
設
け
ら
れ
な
い
場
合
が
多
く
、
こ
れ
が
誤
解
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
モ
州
の

場
合
、
留
保
金
は
で
き
る
場
合
に
の
み
条
項
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
留
保
金
が
な
く
て
も
、
瑕
疵
責
任
を

果
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
次
回
以
降
入
札
に
一
切
参
加
で
き
な
く
な
る
の
で
、
履
行
強
制
力
は
あ
る
。

コ
ス
ト

全
体

の
コ
ス
ト
は

適
切

か
投

入
に
対

し
て
達
成
さ
れ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
比
較
し
て
、
コ
ス
ト
は
適
切
で

あ
っ
た
か

投
入
実
績
、
成
果
指
標
、
専
門

家
、
内
務
省
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P

の
意
見

活
動
実
績
表
、
投
入
実
績

表
、
P
O
、
専
門
家
報
告
書
、

専
門
家
、
内
務
省
、
ラ
州
・
モ

州
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

全
体
と
し
て
適
切
で
あ
る
。
た
だ
し
、
モ
州
に
お
い
て
は
、
中
間
評
価
以
降
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
変
更

が
あ
っ
た
た
め
、
中
間
評
価
以
前
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
終
了
時
評
価
で
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
モ
州
の
中
間
評
価
以
前
の
活
動
は
、
あ
る
意
味
で
は
無
駄
に
な
っ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

P
D
M
３
、
中
間
評
価
報
告

書
、
専
門
家
、
内
務
省
、
ラ

州
・
モ
州
C
/
P

進
捗
状
況
報
告
書
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
自
己
評
価
、
中
間
評

価
報
告
書
、
研
修
前
後
の
理

解
度
テ
ス
ト
の
結
果
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
他
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者

投
入
実
績
表
、
専
門
家
報
告

書
、
専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州

C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
及
び
そ
の
他
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

専
門
家
、
内
務
省
、
ラ
州
・
モ

州
C
/
P
の
意
見

外
部

条
件

の
影

響
専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P
の

意
見

投
入
実
績
、
供
与
機
材
実
績
、

専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P
の

意
見

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
能
力

向
上
に
関
す
る
情
報

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
の
貢
献
、
阻

害
要

因

投
入

５ 　 効 率 性
P
D
M
３
、
中
間
評
価
報
告

書
、
専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州

C
/
P

進
捗
状
況
報
告
書
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
自
己
評
価
、
中
間
評

価
報
告
書
、
投
入
実
績
表
、

活
動
実
績
表
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ

ル
ー
プ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係

者
、
J
IC
A
関
係
者

P
D
M
3
の
成
果
の
指
標
、
投
入

実
績
、
活
動
実
績

４ 　 有 効 性
外

部
条

件
の

影
響

因
果

関
係

活
動

内
容

と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

因
果

関
係 日
本
側
投
入
の
規
模
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
質

因
果

関
係

活
動

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
産

出
状

況
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

産
出

状
況

は
適

切
か

貢
献

、
阻

害
要

因

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
、
研
修
に
関
す
る
活

動

ラ
州
で
は
、
開
発
事
業
の
計
画
、
実
施
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
に
か
か
わ
る
最
低
限
の
業
務
を
外
部
か
ら

の
支
援
な
し
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
第
2
号
）

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）
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大
設

問
小

設
問

評
価

項
目

デ
ー
タ
収

集
結

果
評

価
設

問
情

報
源

必
要

な
デ
ー
タ

デ
ー
タ
収

集
方

法

上
位

目
標

達
成

見
込

み
上
位
目
標
達
成
の
見
込
み
は
あ
る
か

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
と
し
て
、
ラ
州
、
モ
州
両
州
の
州
政
府
の
州
戦
略

開
発

計
画

策
定

、
事
業
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
か

上
記
１
．
実
績
の
検
証
結
果
。

上
記
１
.実

績
の
検
証
結
果

上
記
１
.実

績
の
検
証
結
果

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
直
接
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
ラ
州
、
モ
州
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
よ
り
組
織
的
な

広
が
り
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
。
ラ
州
に
お
い
て
は
、
対
象
地
域
で
あ
っ
た
2
郡
か
ら
、
州
の
行
政
官
へ

と
影
響
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
モ
州
に
お
い
て
は
、
優
先
分
野
で
あ
っ
た
2
つ
の
セ
ク
タ
ー
局

か
ら
他
の
セ
ク
タ
ー
へ
と
影
響
が
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
。
こ
れ
は
外
部
条
件
が
満
た
さ
れ
た
だ
け
で
自
動

的
に
起
き
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
自
己
評
価
に
あ
る
よ
う
に
、
「
体
系
的
な
継
続
支
援
」
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。
外
部
要
因
大
で
あ
り
、
上
位
目
標
達
成
の
見
込
み
は
低
い
。
た
だ
し
、
支
援
し
た
モ
州
セ
ク
タ
ー

局
、
ラ
州
3
郡
に
限
る
と
、
開
発
事
業
の
質
の
高
さ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
と
し
て
今
後
も
継
続
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

上
位
目
標
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
関

係
上
位
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
か
ら
乖
離
し
て
い
な
い
か

P
D
M
3
に
お
け
る
上
位
目
標
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

P
D
M
３
、
中
間
評
価
報
告
書

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
分
析

内
容
的
に
も
乖
離
し
て
い
る
が
、
設
定
の
時
間
的
な
要
素
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
5
－
1
0
年
）
も
そ
の
達
成

見
込
み
の
判
定
と
い
う
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
の
で
、
上
位
目
標
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

P
D
M
3
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
地
域
（
2
州
の
一
部
）
及
び
国
家
政
策
上
の
知
見
の
制

度
化
を
指
標
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
上
位
目
標
は
州
政
府
の
行
動
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
か
ら
上
位
目
標
に
至
る
外
部
条
件
は
現
時
点
に
お
い

て
も
正
し
い
か

上
記
の
と
お
り
、
上
位
目
標
の
記
述
そ
の
も
の
に
ロ
ジ
ッ
ク
上
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
外
部
条
件
が
正
し
い

か
ど
う
か
、
判
定
は
不
可
能
。

外
部

条
件

の
影

響
が
あ
る
こ
と
は
見
込
ま
れ
る
か

見
込
ま
れ
る
。
P
R
D
C
及
び
各
セ
ク
タ
ー
省
庁
の
人
材
の
政
府
組
織
外
へ
の
流
出
は
、
既
に
起
き
て
い
る
。

上
位
目
標
以
外
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
民
族
、
経
済
効
果
等
）
に
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
は
あ
る
か
。

ラ
州
、
モ
州
関
係
者
の
意
見

ラ
州
、
モ
州
関
係
者

ラ
州

、
モ
州
関
係
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
正
の
波
及
効
果
と
し
て
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
も
た
ら
し
た
開
発
効
果
が
挙
げ
ら

れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
義
的
に
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
O
J
T
機
会
の
た

め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
そ
の
実
施
地
域
に
お
い
て
多
大
な
開
発
便
益
を
地
域

住
民
に
対
し
て
も
た
ら
し
た
。
そ
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
正
の
波
及
効
果
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
さ
れ
た
研
修
教
材
等
が
、
内
務
省
等
に
よ
っ
て
他
の
地
方
行
政
官
研
修
等
一
般
研
修
用

途
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
・
N
C
D
D
が
2
0
1
0
年
1
1
月
に
実
施
予
定
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
策
定
に
関

す
る
研
修
に
お
い
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
教
材
が
活
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。

・
計

画
省
が
実
施
す
る
状
況
調
査
に
関
す
る
研
修
に
お
い
て
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
の
計
画
局
長
が
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
け
る
S
W
O
T
分
析
の
経
験
を
共
有
す
べ
く
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
一
人
と
し
て
、
招
か
れ
た
こ
と

や
、
計
画
省
が
実
施
し
た
2
0
1
0
年
5
月
の
状
況
調
査
研
修
に
お
い
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
修
教
材
が
活

用
さ
れ
た
こ
と
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
社
会
階
層
な
ど
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
異
な
っ
た
影
響

が
生
じ
て
い
る
か
（
例
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
受
益
者
な
ど
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
の
意
見
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
結
果

ラ
州

、
モ
州
関
係
者
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
受
益
者
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
サ
イ
ト

ラ
州

、
モ
州
関
係
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
受
益
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
サ

イ
ト
視
察

な
し
。

今
後
、
地
方
分
権
化
、
地
方
行
政
人
材
に
係
る
政
策
・
方
針
に
変
更
が
見

込
ま
れ
る
か

地
方
分
権
化
、
地
方
行
政
人

材
に
か
か
わ
る
国
家
政
策
見

通
し

今
後

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
の
地
域
開
発
戦
略
の
中
で
ラ
州
・
モ
州
の
位
置
づ

け
は
ど
う
な
る
と
見
込
ま
れ
る
か

地
域
開
発
国
家
政
策
見
通
し

研
修

等
、
技

術
移

転
の

成
果

の
継

続
可

能
性

組
織
と
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
が
得
た
技
術
を
継
続
さ
せ
る
た
め
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か

ラ
州

、
モ
州
C
/
P
、
そ
の
他
両

州
政
府
関
係
者
、

C
/
P
で
あ
る
E
xC

o
m
は
2
0
1
0
年
1
0
月
を
も
っ
て
解
体
さ
れ
る
。
2
州
に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
州
政
府
の
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

財
務

状
況

財
務

状
況

は
良

好
か
、
自
主
財
源
を
確
保
し
て
い
る
か

ラ
州
、
モ
州
財
務
記
録

モ
州
で
は
、
セ
ク
タ
ー
独
自
の
予
算
を
と
る
こ
と
は
可
能
（
し
か
し
規
模
的
に
は
非
常
に
小
さ
い
も
の
と
み
ら

れ
る
。
）
ラ
州
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
事
業
予
算
に
充
て
る
こ
と
の
で
き
る
自
主
財
源
は
な
い
が
、
地
方
行
政

法
の
下
、
近
い
将
来
、
郡
開
発
予
算
が
つ
け
ら
れ
る
見
込
み
。
た
だ
し
、
予
算
規
模
や
時
期
は
不
明
確
。

C
/
P
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
示

し
て
い
る
か

今
後
の
研
修
計
画
な
ど
は
あ
る
か
、
資
機
材
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る

か
上
記
の
と
お
り
、
内
務
省
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
さ
れ
た
研
修
教
材
を
他
の
研
修
に
活
用
し
て
い
る
。

組
織

面
（
人

員
配

置
、
将

来
計

画
）

C
/
P
の

職
員

の
高
い
離
職
率
を
削
減
す
る
た
め
の
方
策
は
検
討
・
実
施
さ

れ
て
い
る
か
（
中
間
評
価
提
言
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）

ラ
州
、
モ
州
C
/
P
の
勤
務
状

況
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P
の
意
見

上
記
「
4
.有

効
性
」
の
記
述
参
照
。

社
会

・
文

化
・
環

境
面

ラ
州

・
モ
州

の
今

後
の

社
会

・
文

化
・
環

境
的

側
面

持
続

性
を
妨

げ
る
よ
う
な
ラ
州
・
モ
州
に
特
有
の
社
会
・
文
化
・
環
境
的
要

素
は
あ
る
か

ラ
州

、
モ
州
C
/
P
、
そ
の
他
両

州
関
係
者
の
意
見

ラ
州

、
モ
州
C
/
P
、
そ
の
他
関

係
者

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

技
術

面
技
術
面

技
術
移
転
の
対
象
者
の
技
術
は
定
着

し
て
い
る
か

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
技
術

習
得
状
況
を
示
す
情
報

専
門
家
、
C
/
P
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
技
術
的
能
力
向
上
の
状
態
に
関
し
て
は
、
一
定
程
度
の
継
続
性
あ
り
。

総
合

的
持

続
性

総
合
的
に
判
断
し
て
、
持
続
性
は
高
い

か
持
続
性
に
係
る
上
記
デ
ー
タ
の

総
合
判
断

持
続
性
に
係
る
上
記
デ
ー
タ

デ
ー
タ
分
析

あ
ま
り
高
い
と
は
い
え
な
い
。
特
に
、
州
政
府
の
協
力
を
取
り
付
け
、
2
州
で
他
の
郡
に
伝
播
す
る
努
力
が

必
要
。
ま
た
、
既
に
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
持
続
性
確
保
の
た
め
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
前
に
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
集
め
て
、
管
理
維
持
な
ど
に
関
す
る
話
し
合
い
を
も
つ
こ
と
が
必
要
。

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ラ
州
、
モ
州
政
府
の
取
り
組
み

因
果

関
係

外
部

条
件

の
影

響

組
織

・
財

政
面

（
ラ
州

、
モ
州

の
地

方
行

政
機

関
）

国
家
政
策
的
要
素
等
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動

の
継

続
を
支

援
す
る
外

部
条

件
は
持
続
す
る
か

政
策

・
制

度
面

上
位

目
標

以
外

の
波

及
効

果
波

及
効

果

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質
問
票
）

７ 　 持 続 性

P
D
M
３
、
中
間
評
価
報
告

書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者

６ 　 イ ン パ ク ト

地
方
分
権
化
の
流
れ
で
、
州
と
郡
に
開
発
事
業
も
含
め
た
権
限
を
移
譲
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

継
続
性
は
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
域
開
発
戦
略
の
中
で
の
ラ
州
・
モ
州
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
不
明
。

中
央
政
府
関
係
者
、
他
ド

ナ
ー
関
係
者
、
J
IC
A
関
係
者

専
門
家
、
ラ
州
・
モ
州
C
/
P
の

意
見

配
置
場
所
で
の
管
理
記
録
、

研
修
計
画
に
係
る
文
書
、
ラ

州
・
モ
州
政
府
関
係
者

ラ
州
・
モ
州
資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

ラ
州
・
モ
州

C
/
P
そ
の

他
政

府
関
係
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
質

問
票

）
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10．主要議事録

 

主要議事録 
 

以下の議事録は、面談者をプロジェクトへの関係の種別（専門家、C/P、直接・間接ターゲットグ

ループ等）によって区分し、複数の面談を総合してそれらの面談内容の要点をまとめて記載した

ものである。 

 

 

関係者種別 専門家 

日付 2010 年 10 月 7 日、10 月 12 日 

面談者 山本専門家、松田専門家、小川専門家（モ州から音声のみ参加）、井手専

門家 

場所 IC Net 本社、内務省地方行政局 

JICA 調査団 田中 

 

議事要点： 

 

1. 全体として、プロジェクトは、投入の規模に比較して相当程度の成果を上げたのではな

いかと思う。プロジェクト目標の指標はおおむね達成されている（指標 3 については計

画省の計画策定ガイドラインへのプロジェクトからのインプットは達成できたが、今後プ

ロジェクト終了までに更なる努力・作業が必要）。プロジェクトの教訓、気づきに関する

制度化という点では、数多くの他ドナーが政策面での活動を行っていることもあり、厳

しい環境である。これらの観点から、プロジェクトの残存期間の活動内容を絞り込んで

いく必要があるだろう。（業務実施チーム、井出専門家） 

 

2. PDM3 の上位目標の達成見込みについては、弱い。プロジェクト目標にあるターゲットグ

ループと上位目標のターゲットグループ（州政府）が異なっている。（業務実施チーム、

井出専門家） 

 

3. プロジェクトの実施体制に関しては、特にプロジェクト開始当初（第 1 回 JCC までの期

間）、プロジェクトの方向性に関する業務実施チームと井出専門家の意見の相違等から、

プロジェクトチーム内の調整に時間と労力を要した。その後双方の努力により、特に問

題を顕在化させずにプロジェクトが実施されてきているが、やはり全体として業務実施チ

ームと直営専門家の組み合わせは、実施チーム内のコミュニケーションの円滑化という

観点からは望ましくないのではないか。（業務実施チーム、井出専門家） 

 

4. ターゲットグループとして郡を選んだのは、地方行政法との関連もあり、郡の能力がこ

れから強化されていかなければならないので、正しかったと考えている。モンドルキリ州

（モ州）でセクター局を選んだのは、中間評価でターゲットグループの絞り込みが提言さ

れたから。ターゲットグループの規模は、ラタナキリ州（ラ州）の核となった人々が１５～

17 名程度、その周辺の人々も加えると５０名程度。モ州ではセクター局職員が１３名、そ

の周辺の人々も加えると３５名程度である。モ州ではラ州と比較して、ターゲットグルー

プの焦点を絞ったのが中間評価以降（実際に OJT が開始したのは２０１０年１月）なの

で、ターゲットグループの能力向上（CD）の効果はラ州に比較して見えにくい。しかし、基

本的に、両州共、ターゲットグループがプロジェクトを計画・実施管理・モニタリングして

いく基礎的能力が全くない状態から相当程度に底上げができたと考えられる。（業務実

施チーム） 
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5. また、CD の手段として、具体的にパイロットプロジェクトを実施するなかで、要所に必要

に応じた研修を組み入れていった方法は効果的であった。また、能力強化の重要な一

部は、職員のやる気を向上させることであり、特にラ州では、他の職員のやる気を削ぐ

ような行動をする郡の幹部が更迭されるに至ったことなどにより、結果として、個人のや

る気を向上させるために組織の環境を整えることの重要性が分かった。日本人専門家

が不正等について毅然とした態度で対応したことも重要であった。また、郡長のコミット

メントの重要性も確認された。（業務実施チーム） 

 

6. CD の手段として、本プロジェクトでは、パイロットプロジェクト実施を通じた OJT にかな

り注力がされており、このため、中央の政策レベルでなされている CD に関する議論と

かみあわない。中央ではカスケード方式の研修等が議論されている。ただし、PRDNEP

の CD の方法が有効であったことは、研修の際などに参加者の比較をすると、プロジェ

クト実施地域の参加者が秀でていることからも分かる。（井出専門家） 

 

7. 本プロジェクトについては、C/P の役割は相当程度限られており、C/P を能力強化の対

象としてはほとんど考えていない。MoI、ExCom については、強いコミットメントはみられ

ないものの、プロジェクト活動が問題なく実施される程度の協力は得られた。MoI、

ExCom の関係者とも、他ドナーのプロジェクトの担当も多数抱えているので、本プロジェ

クトに割くことのできる時間は限られている。（業務実施チーム、井出専門家） 

 

 

関係者種別 C/P（内務省 地方行政局） 

日付 2010 年 10 月 12 日 

面談者 Mr. Sok Sothy, Chief, Capacity Building Office 

場所 内務省 地方行政局 

JICA 調査団 田中 

 

議事要点： 

 

1. Mr. Sothy は、プロジェクト開始当初 C/P として任命されていた同僚が留学のため省を

離れたあと、唯一の職員レベルの C/P として業務に従事してきた。Mr Sothy は、通常

業務のほかに EU、DFID、DANIDA、世銀、UNDP など他のドナーの C/P としての業務も

あり、平均して、PRDNEP の C/P としての業務（2～3 カ月に 1 回の現地での研修の実

施などを含む）に携わる時間は、全体の 10～20％程度であったと思う。 

 

2. PRDNEP の C/P としては、金銭的なインセンティブはないが、PRDNEP で実施した研修

を Capacity Building Office で地方行政官向けに行う他の研修に生かすことができるな

ど、得るものがあった。C/P の業務で困難だったのは、2 州の ExCom 職員との関係で、

ExCom 職員が給与補填の喪失のために業務に従事するインセンティブを失った場合な

ど、どのように説得するかといった点である。 

 

3. PRDNEP は、プロジェクトの計画・実施にかかわる能力が全くなかった郡レベルの行政

官などの CD に貢献した。とはいってもまだまだ絶対的な能力レベルは高いとは言い難

い。しかし、中央の C/P としては、プロジェクトの情報量が限定的であったように感じて

いる。例えば月例報告書なども両州から直接は受け取らなかった。また、Mr. Sothy とし

ては、日本人専門家が 2 州に張り付く必要があったのかどうかについて疑問を感じてい

る。カンボジア人を雇用してもよかったのではないか。 
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関係者種別 ターゲットグループ（直接）モ州 ExCom 技術支援班 （TSU） 

日付 2010 年 10 月 13 日 

面談者 Mr. Koeng Chhien, TSU; Mr. Chey Vichea, Mr. Dek Ratana, Mr. Luk Moza, 

Mr. Ngin Sara, TSO 

場所 ラ州 ExCom 事務所 

JICA 調査団 山田、田中、Phok Phira 

 

議事要点： 

 

1. PRDNEP の活動に加わったラ州 ExCom 技術支援班（TSU）の職員はチーフを含めて 6

名だが、いずれもエンジニアリング等の技術的背景はなく、チーフを除くと、全員高卒で

TSU に加わってから OJT で知識を身につけた職員である。チーフは以前中央で ADB

が支援するインフラプロジェクトに関与したことがあり、他の職員と比較すると、技術的

知識が優れている。 

 

2. PRDNEP の研修は、必要なツールを実際に使う非常に実践なものであったため、既に

理論的には以前参加した研修などから知っていたことも、PRDNEP の研修を通して実践

することによってようやく身についたものが多い（例 地質調査）。 

 

3. しかし、研修によっては、技術支援班職員（TSO）の基礎的知識の水準が低いために多

くの職員がついていけなかったものもあった。例えばコンピュータの知識が必要とされる

研修（例 AutoCaD の使い方）については、コンピュータ知識のない職員には理解不可

能であった。 

 

4. モニタリングのやり方についても、モニタリングシートを用いて行うやり方を学び、有効な

モニタリングが実施可能になった。例えば、2009 年に農村道路の建設工事のモニタリン

グを行った際、流水が道路を傷めているのを認め、それをモニタリング報告書に記載し

て提出することによって、コミューンが対応策をとることができたという例が挙げられる。

以前のモニタリングでは、このような問題への対応が結果としてとられたことはなかった。 

 

5. ExCom は来年早々にも解体し、州政府にその機能が移行される見込みであることから、

今後現在の TSU の職員が TSO としての職務を継続することになるかどうかは不明で

ある。 

 

 

関係者種別 ターゲットグループ（直接）モ州 セクター局 （農業局、観光局、環境局） 

日付 2010 年 10 月 14 日、15 日 

面談者 Mr. Kit Chean, Deputy Director of Provincial Agriculture Department;. Mr. 

Yean Sopheak, Vice Chief of Agronomy Office 

Mr. Ngin Sovimean, Director of Provincial Tourism Department; Mr, Puch 

Sorya, Deputy Director of Provincial Tourism Department 

Mr. Nhorm Sophal, Deputy Director of Provincial Environment 

Department; Mr. Han Kharn, EIA Office Chief; Mr. Vong Sorya, 

Administrative office chief; Ms. Toeng Sarim, Vice chief of Environmental 

Pollution Office 

場所 モ州 各セクター局事務所 

JICA 調査団 田中、Phok Phira 
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議事要点： 

 

1. 農業局職員は、基本的に農業技術者であり、プロジェクト管理の知識はなかったため、

PRDNEP プロジェクトがプロジェクト管理のための研修が必要であると判断し、プロジェ

クトサイクルマネジメント（PCM）やモニタリング・評価などの研修が実施されることになっ

た。これらの研修は非常に有益であり、PRDNEP の研修参加前には全く知識がなかっ

たプロポーザルの書き方、報告書の書き方なども学ぶことができ、目的やアウトプットな

どを明確にしたプロポーザルが書けるようになった。また、プロジェクトをデザインするに

あたっては、Problem Tree などのツールを使って問題の分析を行うことなど、新たな知

識を身につけた。。また、モニタリング・シートなど、プロジェクトを通じて得たさまざまな

フォーマットは非常に有益である。 

 

2. PRDNEP の研修を受けてから、より参加者に注意を払う農民研修のファシリテーション

ができるようになった。PRDNEP の活動に参加する前も農民研修を通常業務の一環とし

て行っていたが、研修はただ実施するだけであった。PRDNEP の研修により、研修前に

プレテストを実施し、研修後にはポストテストを実施、また、参加者からの研修に対する

フィードバックを得るというプロセスを学び、これを実施するようになった。結果的に、参

加者のニーズに対してより注意を払うようになり、例えば文盲の参加者が多い研修では、

なるべく絵で説明するなどの工夫をするようになった（農業局職員）。 

 

3. 観光局では、PRDNEP のパイロットプロジェクトスキームを用いて、観光局の 5 カ年計

画の活動の中心となる活動を実施した。5 カ年計画策定にあたっては、中央の観光省

があげる 7 項目の重点項目から 4 項目を選択し、これらを中心とした活動計画を策定し

た。現在、観光局の活動を財政支援しているのは、PRDNEP のみである。PRDNEP の

研修を通じて、観光セクターの 5 カ年計画を策定するなど、戦略的な計画を立てること

を学んだ。また、人の興味を引くようなパンフレットや看板デザインなど、マーケティング

に関する知識も学んだ。また、経理や総務部門で学んだ点も多かった。さらに、ツアー・

ガイドの研修を行った。ツアーガイドはモ州では新しい職業である。外国人観光客も

2010 年の 9 カ月間に 2,800 人に上っており、今後、より一層ツアーガイドや、その他の

ホスピタリティー関係の業者の研修が必要であると考えている。（観光局） 

 

4. 観光局、農業局、環境局に共通して、中央省庁から州のセクター局に分配される事業

資金は非常に限られており、PRDNEP のプロジェクトが終了すると、事業資金の枯渇が

危ぶまれる。中央からは、事務所の管理費及び通常業務費はつくが、例えば農業局で

は農民向け研修の実施のための費用をカバーするには不十分である。 

 

5. 環境局では、10 名の職員が PRDNEP のプロジェクト活動にかかわったが、環境影響審

査（EIA）研修、報告書の書き方に関する研修、環境看板づくりのパイロットプロジェクト

の実施といった一連の活動を通して学んだことは、どのような活動をするにも、まずデー

タを収集し、そのデータの分析に基づいて結論を出す、ということである。例えば、環境

看板づくりにかかわった職員は、以前のやり方では、ただなんとなくつくりたいと思った

看板をつくって立てていたと思うが、PRDNEP のパイロットプロジェクトに参加して、看板

をつくるにあたり、その看板を立てたいと思う地域の問題状況について調査し、その調

査結果に基づいて看板のメッセージの内容を考え、そして効果的なデザインをする、と

いったプロセスを経て実施するものなのだということを学んだ。プロポーザルづくりに関

しても同様である。これまではただ思いついたことを書いていたのが、研修に参加して

からは、まず問題分析を行い、データを示し、結論としてプロポーザルを提示するという

書き方ができるようになり、説得力のあるプロポーザルが書けるようになった。また、市
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民に対する環境教育を行っている職員は、以前は環境にかかわる法律に基づいて「こ

れらの行動規範を守らなければ罰せられる」というような教え方しかできなかったが、

PRDNEP の EIA 研修に参加してからは、きちんと行動規範の基となっている環境影響な

どについて説明できるようになった（例 なぜトイレで排泄しなければならないのか、な

ど）。また、エコツーリズムの対象地について、データ収集、分析などの業務を実施する

ことができるようになった。 

 

 

関係者種別 ターゲットグループ（間接）モ州 ExCom 観光局研修受益者 

日付 2010 年 10 月 14 日 

面談者 Mr. Sor Phoeun, Owner, Green House Restaurant and Bar (ツアー・ガイド

研修参加者)、Mr. Menh Chhun, Owner, Mondulkiri Hotel （観光マーケティ

ング研修参加者） 

場所 モ州 各面談者の事業サイト 

JICA 調査団 田中、Phok Phira 

 

議事要点： 

 

1. Mr. Sor Phoeun は、観光局主催のツアー・ガイド研修に参加し、42 名の参加者のうち、数

少ない（6－7 名）観光ガイドライセンスを取得した合格者である。他の参加者は英語がほと

んどできない人々であったためにライセンス取得に至らなかったと思われる。それ以来経営

するレストランと観光ガイド業を営業しており、相当程度成功している。やはり、外国人観光

客の信頼と安心を得るためにはライセンス取得は大きなステップであったと考える。また、

Mr. Phoeun は、同研修に参加していた参加者のうち、ライセンス取得に至らなかった 5 名

をガイドとして雇用し、自ら OJT を行ってガイドの育成に努めている。そのうちの 3 名はプノ

ン族であり、Mr. Phoeun の事業で働く前は狩猟をして生計を立てていた人々である。今回

はじめて定収入を得ることができる職につくことができ、大変喜んでいる。また、モ州の観光

は、基本的に環境を資源としたもので、山歩き等をしに来る客も多いので、山に慣れている

プノン族のガイドは、その強みを生かすことができる。 

 

2. 大手モンドルキリ・ホテルのオーナーである Mr. Chhun は、既に 3 回にわたり、観光局主催

の研修に参加している。参加した研修は、ウェブサイトに関するもの、ツアーのアレンジに

関するもの、観光マーケティングに関するものである。これらの観光業者を対象とした研修

は、モンドルキリではそれまでには一切実施されたことがなく、新しい研修で、非常に感謝

している。研修に参加したおかげで、パッケージツアーをつくったり、ウエブサイト、サイン・

ボード、ブローシャーなどさまざまな方法でマーケティングを行う技術を学んだ。さらに、研

修の場で観光業者が一同に会したことにより、互いに助け合って観光業を盛り上げていく

相互扶助のネットワークづくりのきっかけとなったのも重要な新現象である。Mr. Chhun は、

観光局による研修が更に継続されることを期待している。 

 

 

関係者種別 C/P モ州 ExCom 常任委員、契約・事務班（CAU）、財務班（FU） EｘCom 

日付 2010 年 10 月 15 日 

面談者 Mr. Hiek Sophan ExCom Permanent Member 

Mr. Men Phallin, CAU Chief; Mr. Khan Smak, CAU Staff; Mr. Khiev Soklim 

CAU Staff; Mr. Chheang Bunsrun, FU Chief 

場所 モ州 ExCom 事務所 

JICA 調査団 田中、Phok Phira 
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議事要点： 

 

1. 契約・事務班の職員については、主たる PRDNEP プロジェクト実施における関与は、パイ

ロットプロジェクトの委託契約先との契約に関する事項である。契約・事務班は、一部プロ

ジェクト活動のモニタリングも担当していたが、同活動にかかわる予算が限られていたこと、

パイロット活動のモニタリングは技術支援班（TSU）が実施していたことなどがあり、モニタリ

ングはフィールドレベルで最終受益者向けに実施された３つの研修について実施されたの

にとどまった。契約に関する手続きについては、PRDNEP の資金が、NCDD を通じてではな

く、ExCom に直接供与されたため、通常の ExCom のデータベースなどを使って契約管理を

行うことができず、PRDNEP プロジェクト用のものを別途作成し、マニュアルでインプットしな

ければならなかったために業務が煩雑となったという問題点がある。また、PRDNEP のパイ

ロットプロジェクトでは、NGO をサブ・コントラクターとした活動があり、ExCom はそれ以前に

NGO を契約対象者とした経験がなかったため、契約形態などについて試行錯誤が必要で

あった。また、PRDNEP のプロジェクト側が当該 NGO に対してよく説明を行っていなかった

ため、EｘCom との契約交渉に臨んだ際に話がかみ合わず、困った経験もある。 

 

2. 財務班（FU）の経験では、PRDNEP のプロジェクト予算の管理・支出はおおむね問題なく実

施され、資金もスケジュールどおりに各セクター局及び郡に流れており、問題は認められな

かった。 

 

3. 財務班のチーフは各セクター局・郡向け研修のトレーナーとして研修を行った。また、契約・

事務班の職員は、モニタリング評価などの研修に１回参加したが、ExCom の職員は全体と

して PRDNEP が主催した研修活動には参加していない。PRDNEP が導入したモニタリン

グ・シートは従来 ExCom が使っていたものよりも詳しく、使いやすいと感じている。 

 

 

関係者種別 C/P モ州 ExCom 常任委員 

日付 2010 年 10 月 15 日 

面談者 Mr. Hiek Sophan ExCom Permanent Member 

x モ州 ExCom 事務所 

JICA 調査団 田中、Phok Phira 

 

1. ExCom 常任委員は、モ州における PRDNEP のプロジェクト・マネジャーである。モ州のプロ

マネとしての役割は、州知事とのつなぎ役、郡・コミューンとのつなぎ役であると承知してい

る。彼は州政府の地方行政班（Provincial Local Administration Unit）のチーフでもあるが、

基本的に現在の業務としては ExCom で行っている。ExCom 解体後は、州政府において計

画・投資部（Planning and Investment Division）のチーフとして就任する予定である。彼は、

PRDNEP の開発調査が実施されたときからかかわっていた。ExCom 解体後は、まず州政

府の職員が新たな州政府内でのポストに就任することになっており、各セクターの省庁から

の出向者は希望次第で元のセクター省庁に戻ることもある。モ州の ExCom は、他州の

ExCom に比較すると州政府出身者が多いため（全体で 60％程度）ExCom 解体に伴う問題

等は比較的少なくて済むと思うが、例えば技術支援班などはほとんどがセクター省庁から

の出向者であり、班によって事情が異なる。 

 

4. プロマネとしては、PRDNEP は、モ州のヴィジョンを実施していると考えている。例えば、観

光局に対する支援などは、州のエコツーリズム支援へのヴィジョンに基づくものである。ま

た、コニャック郡への支援は、州の中で農業開発の可能性のある 4 郡のうちの 1 つの郡へ

の支援である。プロマネとしては、中間評価の提言があり、モ州での支援対象がセクター局
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になって非常に良かったと考えている。各セクター局は、パイロットプロジェクトへの強いオ

ーナーシップを示し、そのために財務報告書、活動報告書などの質も上っており、能力強化

の状況を示していると思う。 

 

5. PRDNEP プロジェクト事務所とのコミュニケーションは全体として良好であった。一部、

PRDNEP が ExCom の通常のプロセスを踏襲しない場合があり、ExCom 職員が時間・労力

を使ったケースもあったが、これらはケースの数としてはそれほど多くない（例 PRDNEP が

留保金を通常の 10％ではなく、契約金の 20％にしてほしいと申し入れてきた件など）。 

 

 

関係者種別 モ州 コニャック郡 関係者（ターゲットグループ（間接）及びその他関係

者）水利組合、パイロット事業農家 

日付 2010 年 10 月 16 日 

面談者 Mr. Chin Bun, chief of water users association; Ms. Bun Sineth, treasurer; 

Mr. Kin Pleak, first vice chief; Mr. Ngin Ngunn, second vice chief; Mr. 

Chhin Neak, key farmer; Mr. Chem Chea and Ms. Eng Soeun, spouse, key 

farmer 

場所 モ州 Royor Commune、農家 

JICA 調査団 田中、Phok Phira、Tek Channthol 

 

議事要点： 

 

1. Royor コミューンの水利組合は、PRDNEP のパイロットプロジェクトの灌漑ダム建設の前

(2010 年 4 月)に結成され、4 名の委員会メンバーがその運営にあたっている。水利組合に

は現在 33 名がメンバーとなっており、3 年間の使用権に対し、2 万 Riel の参加費を支払っ

ている（42 名の農家が灌漑利用可能であるが、残りの 9 名は参加費を支払っていない）。

委員会メンバーは、PRDNEP の主催するモニタリング評価や報告書作成などの研修に参

加しており、4 名が交代で毎日建設現場のモニタリングを行っている。モニタリング研修の

おかげで工事の状況が技術スペックと比較してどうなっているのかチェックできるようになっ

た。また、モ州のワークショップで組合の運営の経験を発表する機会も与えられた。灌漑ダ

ム建設と同時に農道の建設も行われることとなり、隣村まで良い道で行けるようになった。

また、ダムでは魚を取ることもでき、Royor Commune にとって、非常に重要なインフラであ

る。 

 

2. 農業局による「１本植え」
1
の研修は非常に有益であり、今までそれほど頻繁に研修が実施

されていないので、PRDNEP のおかげで同研修が実施され、感謝している。（前回の農業

局による研修は 2007 年に行われている）。5 軒のモデル農家は、研修への参加の熱心さ

度合い、貧困度合い、水田がモニタリングしやすい場所にあるか、などいくつかの項目によ

って選定された。モデル農家に選定されると、農業局から稲作のための種子と農具が供与

され、農業局職員が定期的にモニタリングに訪れ、水田の状態についてアドバイスをしてく

れる仕組みになっている。以前農業局の職員からこのような直接の指導を受けたことはなく、

アドバイスの内容は的確で（例えば水量の管理や雑草の状態などへのアドバイス）有益で

ある。一軒の農家では、「１本植え」の技術を導入してから面積当たりの収穫量が増加した

のに加えて、種子の投入が減少したために、収入はほぼ倍増が見込めるとのコメントがあ

った。 

                                                 
1

 「１本植え」の稲作技法は、SRI(System of Rice Intensification)に基づくものであり、稲がその育

成過程で分裂する習性を利用し、田植えの時点では苗を束ではなく１本ごとに植えるもの。 
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関係者種別 モ州 その他関係者 コニャック郡副郡長、DFT(District Facilitating 

Team) 

日付 2010 年 10 月 16 日 

面談者 Mr. Thun Un (副郡長)、Mr. Ean Savuth (DFT) 

場所 モ州 コニャック郡長事務所 

JICA 調査団 田中、Phok Phira、Tek Channthol 

 

議事要点： 

 

1. コニャック郡では、灌漑・農道建設が重要な課題である。Royor コミューンにおける

PRDNEP パイロットプロジェクトの灌漑ダム建設は、3 カ所の候補地の調査の結果、人口密

度や地形などに起因する建設費の試算などの結果決定した。DFT は、工事現場のモニタリ

ングを週１回のペースで実施しており、これは、PRDNEP で決められたモニタリングスケジ

ュールに従って実施されている。他の工事ではこのように明確なモニタリングスケジュール

は設定されていない。モニタリングにあたっては、DFT の担当者のほかに、TSU、FU や副

郡長なども参加している。モニタリングチームのメンバーは、皆モニタリングの方法などにつ

いて研修を受けており、非常に有効なモニタリングシートを用いて実施している。例えば、あ

るモニタリング訪問の際、土のコンプレス度合いが充分でないのではないかとの疑念を持

ったため DCP によるテストを行ったところ、やはり充分でなかったことが分かり、施工業者

に申し入れてやり直してもらったこと、水門の幅が狭すぎることに気づいてやり直してもらっ

たことなど、モニタリングが問題解決につながった事例はいくつかある。 

 

2. 副郡長は、Royor コミューンの水利組合の組成課程などでかなりかかわった。Royor の水

利組合は、コニャック郡にある他の水利組合に比較して非常によく管理され、また、メンバ

ーから参加費を徴収して運営にあたっているのが特徴である。委員会のメンバーが

PRDNEP の研修を受けていることも大きい。副郡長は、同水利組合が参加費を徴収してい

ることは非常に重要であり、オーナーシップの現れであると考えている。同水利組合は、そ

の組成後約半年しか経過していないが、その管理がきちんとしているために既にコミューン

の信頼を得ており、年次コミューン開発計画に組み入れられ、来年度予算としてコミューン

が 200 万リアルを投資することが決まっている。さらに、州の農業水資源管理局が同水利

組合の話を聞き、ぜひその経験から学びたいと言ってきている。副郡長としても、ぜひコニ

ャック郡の他の水利組合に、Royor の経験を広めたいと考えている。 

 

 

関係者種別 ラ州 ExCom 常任委員 

日付 2010 年 10 月 18 日 

面談者 Mr. Thou Koeur 

場所 ラ州 州事務所 

JICA 調査団 灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. PRDNEP プロジェクトは、カンボジア政府の人材育成、能力向上に関するビジョンを反映し

たものであると承知している。地方行政における透明性、アカウンタビリティーの確保を含

む能力向上を図ることは、政府にとって非常に重要な課題である。 

 

2. PRDNEP が達成した能力向上の経験は、他の州にも伝播できるものであると考えている。

カンボジア政府は現在人材育成に注力しているが、どれほどそれが達成できるかは、最終
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的には個々人のモチベーションにかかるところが大きいと考える。PRDNEP は、プロポーザ

ルや報告書作成能力の向上、計画能力向上など、プロジェクト管理の実務にかかわるとこ

ろで成果を挙げていると思う。 

 

 

関係者種別 ラ州 ExCom （FU、LAU、CAU） 

日付 2010 年 10 月 18 日 

面談者 Mr. Seth Sayon, Finance Advisor; Mr. Nop Phors, FU; Mr. Keo Pov, CAU 

Chief; Mr. Eng Chhaychhim, PLAU Vice Chief; Mr. Chum Nok, PLAU 

Assistant; Mr. Nun Sirath, Infrastructure Advisor; Mr. Ky Saroeun, Vice 

TSU Chief 

場所 ラ州 ExCom 事務所 

JICA 調査団 灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. ExCom 財務班（FU）の会計士は、郡の会計担当者の能力向上に貢献した。彼は、まず郡

において研修を実施し、その後、郡から提出された財務書類に対してコメントしたり、誤りを

正したりすることによって、フォローアップした。このような過程を経て、PRDNEP が対象とす

る郡の会計担当者は相当程度の能力向上を果たしたと思う。プロジェクト開始当初は、い

つも質問の電話をかけてきていた会計担当が、徐々にそのような問い合わせの電話の回

数が少なくなり、当初は提出してきた書類にも誤りが多かったのが少なくなっていった。特

にコンモン郡の会計役の能力は大幅に向上したし、ブンサイ郡の会計役も急速に伸びて、

今ではアンドメアの会計役よりも能力は上だと思われる。PRDNEP プロジェクトとのコミュニ

ケーション、コーディネーションは全体として良好であった。また、アドバイザーの意見では、

PRDNEP はプロジェクトの活動を進めていくことを優先させて柔軟な姿勢で臨んでおり、

NCDD の資金管理ガイドラインのように規則に柔軟性がないのと異なり、学ぶべき点があっ

た。 

 

2. ExCom 契約・集務班（CAU）はプロジェクト活動のための契約を担当していたが、特に問題

はなかった。CAU チーフは、通常契約完了、支払い前のモニタリングに参加したが、

PRDNEP プロジェクトの活動は常に計画どおりに進展していたと思う。他のプロジェクトの

活動はそれに比較して遅れがちなことが多かった。ただ、データベースが NCDD のものと

は別なので、マニュアルで入力しなければならないので手間がかかった。 

 

3. ExCom 地方行政班（LAU）は ExCom の中で研修を担当する部門だが、PRDNEP の研修に

ついては特にそれほど関与していなかった。研修実施前にプロジェクトチームから研修の

内容について相談があり、それを了承する程度のものであった。研修に参加したことはな

いが、多くの研修が非常に短期であり、内容についていけなかった参加者がときどき LAU

に連絡をとってきたりしたことがあった。また、PRDNEP は研修の講師をさまざまな機関か

ら連れてきていたようだが、既存の省庁の担当者を起用したほうがよかったのではないか

と思う。ちなみに LAU は新たな州政府の組織の中では Planning and Investment Dept に

移行され、引き続き、郡、コミューンレベルの行政官の研修にあたる予定である。 
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関係者種別 ラ州 ExCom TSU 

日付 2010 年 10 月 18 日 

面談者 Mr. Noun Sirath, Provincial Infrastructure Advisor
Mr. Ky Saroeun, Deputy TSU 

 ラ州 TSU 事務所 

JICA 調査団 灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点 

 

1. 技術支援班（TSU）の職員は、副班長が機械工学のディプロマの保有者である以外は、高

卒である。TSU にも PSDD から派遣されているアドバイザー(エンジニア)が勤務している。

PRDNEP の研修では、AutoCAD の研修などいくつかの技術的研修があり、また、プロジェ

クト管理の面でもモニタリング研修などがあり、有益であったと思う。しかし、全体として技術

支援班職員（TSO）の基礎能力が低く、また、今年になってドナーからの給与補填が停止に

なったこともあり、給与水準があまりにも低いのでモラルは低下しているといわざるを得な

い。 

 

2. PRDNEP の研修は非常に実用性の高い研修で、研修で得た知識がすぐに実践で生かせる

ものだったと思う。しかし、モニタリングの予算も限られており、モニタリングに行っても十分

に日当が支払われなかったり、支払いが遅延したりすることが多いので、TSO 職員はあま

りモニタリングに行きたがらず、せっかく学んだ知識を生かす場が限られているのではない

か。 

 

 

関係者種別 ラ州 研修受益者 

日付 2010 年 10 月 18 日 

面談者 Ms. Kong Riea, Deputy Director of Provincial Women’s Affairs 

Department; Ms. Rieal Sina, Chief of Economic Development Unit; Ms. 

Kong  Chanthy, Chief of Women’s Health and Education Unit; Ms. 

Moeung Sophea, Legal Protection  Unit; Mr. San Sany, Chief of EIA; Mr. 

Prin Sambo, Vice Chief of Preservation Unit 

 ラ州 女性局 

JICA 調査団 灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. 女性局職員向けの研修は家庭内暴力に関するものであり、2009 年に 2 回にわたって実施

され、そのうち 1 回については警察官も参加者に加わって実施された。女性局にとって、家

庭内暴力への取り組みは、非常に中心的な課題である。参加した職員の中には、国連人

口基金（UNFPA）他が主催する家庭内暴力の研修に既に複数回参加したことのある職員も

いる。研修には郡やコミューンレベルの職員も参加した。研修では家庭内暴力の定義やそ

の度合いに応じた対応方法などが示され、適切な対応の仕方がよく理解できた。 

 

2. 環境局職員に対して行われた研修は 2008 年 11 月と 2009 年 5 月に実施された基礎的な

環境影響評価に関する研修であり、中央の環境省の職員が講師であった。 

 

3. 両研修とも研修が単発で行われたのみで、特にフォローアップはなかった。 
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関係者種別 コンモン郡 郡長、郡評議員、コミューン評議員 

日付 2010 年 10 月 19 日 

面談者 Mr. Chheurn Chanthieng, Governor; Mr. Huy Seng, Chair of District 

Councillors ほか郡評議員、コミューン評議員など全 36 名 

場所 コンモン郡 郡事務所 

JICA 調査団 灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. コンモン郡では、すべてのプロジェクト活動の開始にあたって、まず 7－8 名の委員から成

る委員会を設立した。これは、PRDNEP プロジェクトが郡で実施されることになって初めて

行われたことである。以前は郡レベルの事業予算が全くなかったため、事業実施の経験を

したことはなかった。コンモン郡では、保健・衛生教育、ごみ捨て場の設置、市場でのごみ

箱の設置、市場の排水溝建設、小学校建設など、さまざまなパイロットプロジェクトが実施

された。各事業の実施にあたって、委員会は、事業に関与する業者の調達、建設過程のモ

ニタリング、関連する使用者組合の設立など、さまざまな責任を負っている。 

 

2. 保健・衛生教育のプロジェクトでは、郡内のすべてのコミューンにおいて、ヘルスセンターの

スタッフを中心としたメンバーによる保健・衛生教育のアウトリーチ活動が実施された。これ

らの教育活動では、気をつけなければならない病気の症状や予防法なども住民に教えて

いる。成果として現れてきているのは、例えば、同活動開始前には 1 カ月にヘルスセンター

で行われる出産は 4～5 件であったのが、現在は 20 件程度にまで増加していること、今年

（2010 年）7 月にラ州でコレラが発生し、他の郡では死者が出たが、コンモン郡では一人も

死者が出なかったこと、などがある。保健・衛生教育のアウトリーチ活動が出した結果によ

り、自信がついたと感じている。 

 

3. 市場でのごみ箱の設置については、市場関係の一連の活動をリードしている郡評議員が

委員長の委員会が実施した。ごみ収集業者が市場に出店している業者からごみ収集料を

回収し、実施している。委員会では、毎日市場を視察しており、店の管理、市場出店料の回

収、公安面の監督などを行っている。当初契約したごみ回収業者はごみの回収の頻度に

ついて問題があったため、最近新たな回収業者に変更し、以降、市場にごみが散乱しなく

なって皆喜んでいる。市場には排水溝を建設する予定だが、TSU がなかなか来てくれない

のでまだ設計など細部が決まっていない状況である。委員会メンバーは研修という形での

トレーニングは受けていないが、さまざまな会合に出席することにより、事業の進め方という

ものを学んだ。 

 

4. 郡長の意見では、委員会や使用者グループなどを組織し、管理にあたることによって、低コ

ストで多くの受益者に裨益する事業の実施が可能となっていると思う。委員会のメンバーは

特に給与補填などの金銭的な利益は享受しなくても、これらの開発事業に喜んで協力して

いる。 

 

5. PRDNEP のプロジェクトチームとの協働について感謝するとともに誇りに思っている。以前

の他ドナーの資金供与を得て実施されたプロジェクトと比較すると、PRDNEP は、本当に郡

のニーズを真剣に受け止め、また、事業実施の過程で頻繁に郡を訪れてアドバイスしてく

れた。このために多くの事業が予定どおりに実施されたのだと思う。 
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関係者種別 コンモン郡 郡職員 

日付 2010 年 10 月 19 日 

面談者 Mr. Dim Bunthoeun ほか 15 名 

場所 コンモン郡 郡事務所 

JICA 調査団 灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. 多くの郡職員は新しく過去 1 年以内程度に就職した若い職員だが、数名の職員は、

PRDNEP プロジェクトの当初からかかわっていた。第 1 サイクルの実施当初に比べると、全

体として委員会メンバーの事業実施能力が格段に向上したと思う。第 1 サイクルでも保健・

衛生教育のアウトリーチ活動を実施したが、当初は委員会メンバーが委員会の運営に戸

惑ったのと同時に、住民もそのような教育活動に興味を示さず、人集めに一苦労であった

(30 名程度を予定していた集会でも 2～3 名しか来ないような状況であった)。現在は教育

活動を実施すると住民がすぐに集まるようになり、また、委員会メンバーも計画、実施、モニ

タリングの経験を積んで自信がついた。 

 

2. コンモン郡では少数民族の住民もかなりいるのでアウトリーチは言語上の問題もあるが、

教育活動ごとに参加者のフィードバックを得て、分かりにくかった、などのコメントが多い場

合は、なるべく絵を多く使った補助教材を使うなど、より良いコミュニケーションのための努

力をしている。 

 

3. モニタリング活動を実施するにあたり、当初はモニタリングシートの記入の仕方も分らなか

った状況だったが、経験を積んで委員会メンバーにも自信がついた。今では住民が多く集

まるようになったので、委員会メンバーが、コミューンの中でもニーズの高い(脆弱度の高

い)住民を選択して優先的に参加させるなどの方策を取るようになっている。 

 

 

関係者種別 コンモン郡 ヘルスセンター 

日付 2010 年 10 月 19 日 

面談者 Mr. Keo Sasorng, Director 他 看護婦など 10 名 

場所 コンモン郡 ヘルスセンター 

JICA 調査団 灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. 救急車が PRDNEP から供与された。これは、ほかの郡ではもっていない貴重な車輌であり、

誇りに思っている。救急車が供与された 2010 年 8 月以来、およそ 1 カ月に 15 回程度の頻

度で使用している。ヘルスセンターの救急車車庫は、郡長の個人的な資金で建てられた。

しかし、当初さまざまな計算を行って設定した救急車の使用料金が思ったように徴収できず、

頭を悩ませている。距離に応じた料金設定をしているのだが、例えば 8 万リアルと設定した

料金は、実際には 4 万リアルしか徴収できていない。また、貧困のために支払い不能の利

用者も相当程度いる。現状ではオペレーティング・コストが赤字続きのため、本来は予防接

種のために使うべき州政府からの予算をあてがっている状況である。また、救急車の取得

に際して州の保健局などからも料金設定等に関する正式承認を得ているために、これらを

変更することは困難と考えている。PRDNEP から、何とか何らかの予算をどこかからおろし

てもらうように働きかけてはもらえないだろうか。 
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2. 救急車の車庫を自らの個人資金で建設したことからも伺えるように、郡長は、郡の保健・衛

生状況の改善に対し強いコミットメントを示している。コミューンへの保健・衛生教育アウトリ

ーチ活動にもときどき郡長が同行することさえある。また、これらのアウトリーチ活動では、

伝統的助産婦や、村の保健員などの研修も併せて実施しているため、郡内の保健衛生に

関する情報の伝播は非常によく、先日も遠隔地の村から救急車を要請する連絡を受けた

が、このことからも、保健サービスに関する情報がそのような非常にアクセスの劣悪な村に

も伝わっていることが分かる。 

 

 

関係者種別 ブンサイ郡 郡長、郡評議員、コミューン評議員、郡職員 

日付 2010 年 10 月 20 日 

面談者 Mr. Chum Ngil 郡長他 9 名 

場所 ブンサイ郡 郡事務所 

JICA 調査団 灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. ブンサイ郡では、衛生的な水（井戸の建設）、コミュニティー保健、廃棄物管理などに関する

活動が実施された。 

 

2. ブンサイ郡では、多くの地域で、河川の水を生活用水として使用してきており、その水質が

劣悪であるとともに、水汲みにかかわる労働負担が重い。このため、井戸の建設を優先プ

ロジェクトのひとつとして選定し、委員会を設立して、まず PRDNEP の予算を勘案して、井

戸建設を実施すべきコミューンを選択した。井戸を必要としているコミューンは 9 カ所あった

が、予算が限定的であるため、1 つのコミューンで実施することとした。当初州でインフラ事

業者として登録している業者の入札を募ったが、想定価格が低すぎたために(ひとつの井戸

につき、州の登録業者の見積もりは USD1,000 であったところ、USD150 の想定価格で入札

を行った)入札者がなく、郡の業者に発注することになった。これは、ひとつひとつの井戸の

質よりも数を重視したためである。この結果、29 の井戸の建設が 2010 年 9 月に完了した。 

 

3. 現在は、村レベルで組織された使用者組合がおのおのの井戸の管理にあたっている。委

員会は、建設過程でのモニタリングを行ったのと同時に、月 2 回のペースでモニタリングを

実施しており、使用者組合の参加費の徴収（1 つの井戸につき 10 万リアル）や、井戸の管

理状況などをチェックしている。現在は、このような委員会のモニタリング活動費（委員会メ

ンバーの日当など）がプロジェクト予算から支出されているが、プロジェクト終了後はどうな

るのかめどは立っていない。日当の問題は保健・衛生教育のアウトリーチプログラムに関し

てもあり、大変な困難を伴うアウトリーチ活動にもかかわらず、それに見合った日当が支払

われていない状況である。 

 

4. PRDNEP プロジェクトが開始する前は、委員会や使用者組合の設立による事業管理などと

いった制度は全くなかった。これらはすべてワークショップなどのプロジェクト活動から学ん

だものである。コンモン郡で開かれたワークショップにも参加したが、その後コンモン郡と連

絡をとったりはしていない。 

 

5. 井戸が建設された村の村長は、井戸の使用者組合の指導などを行っている。同村長の村

では、12 の井戸が建設されたが、使用者組合の参加費を利用して、ウシが井戸を壊さない

ようにするための柵と、子どもが誤って落ちたりしないようにするための蓋をすべての井戸

についてつくった。以前は 1 回につき 30 分から 1 時間もかけて汚い河川の水を汲まなけ
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ればならず、それを 1 日に 3～4 回も行わなければならないのは、この仕事を主として行っ

ていた女性や子どもにとってかなりの負担であった。このため、井戸は非常に役に立ってい

る。1 つの井戸につき、約８世帯が裨益している。 

 

6. 廃棄物管理のプロジェクトについては、ごみの廃棄場の穴は既にできており、市場に設置

する予定のごみ箱も購入したが、まだごみを廃棄場に運ぶトラクターの調達を実施していな

い。また、ほかにもカルバート建設、サインボードなど 3 件程度のプロジェクトが計画されて

いるが、予算が不足しており、まだ実施に至っていない。 

 

7. 郡職員に対しては、計画策定、モニタリング・評価、報告書の作成などの研修が実施された。

また、コンモン郡のプロジェクトの現場への見学なども実施された。 

 

8. PRDNEP プロジェクトが開始するときに、新たな会計係が任命され、ExCom の会計士の指

導を受けた。この新しいブンサイ郡の会計係は、会計に関する知識は全くなかったが、

ExCom の会計士から 2 日間の研修を受け、その後質問があるときはすぐに電話で問い合

わせるなどして非常に親切にフォローアップをしてもらい、今では問題なく業務をこなせるよ

うになった（同会計係は他の業務も担当しており、そのために ExCom から給与補填を受け

取っているようで、他の職員からは羨望の的である様子であった。このことに関し、会議中

に職員間の口論もみられた）。 

 

 

関係者種別 ラ州 ExCom シニア・アドバイザー 

日付 2010 年 10 月 20 日 

面談者 Mr. Buntheouth 

場所 ブンサイ郡 PRDC 事務所 

JICA 調査団 灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. PRDNEP のプロジェクトチームとは頻繁に意見交換をしており、このようなきめの細かい支

援方法が効果的であることはよく認識している。また、PRDNEP の調達のやり方は、汚職の

発生を防ぐものであったと認識している。ExCom その他の職員から、PRDNEP の調達手続

き関係での苦情をよく聞いたが、そのたびに、PRDNEP のやり方は汚職防止に効果的なの

ではないかとの意見を述べてきた。 

 

2. 現在 ExCom が解体する途上にあり、アドバイザーの契約は 3 カ月間延長されたが、今後

の見通しは不透明で、勤務環境はよくない。IP3 に対するドナーの資金コミット状況もよくな

く、先行きは不透明だ。これと関連して、IP3 では、活動の目的の大枠しか決まっておらず、

実際の活動の中身は決まっていない。 

 

3. ラ州に関しては、特に少数民族の状況が改善されておらず、今後も長期にわたって基礎的

サービスへのアクセス改善のための支援が必要である。 
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関係者種別 アンドメア郡 郡長、郡評議員、コミューン評議員、郡職員 

日付 2010 年 10 月 21 日 

面談者 Mr. Norng Darith,District Governor ほか 10 名 (副郡長、郡評議員、コミ

ューン評議員)、郡職員 Mr. Loeun Bunchoeun ほか 14 名 

場所 アンドメア郡 郡事務所 

JICA 調査団 小林、灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. 現郡長が就任してから（2009 年 6 月）からほとんどのパイロットプロジェクトが実施された

(郡事務所の建設を除いてすべて)。これらの事業には、インフラ事業としては、橋の建設、

図書室の建設、農道(750m)の建設（「労働に対する食糧提供」スキーム）、ヘルスセンター

の入院施設（3 部屋）建設、などがある。非インフラ事業としては、伝統的助産婦の研修及

び出産キットの配布、図書係の研修、コミュニティー保健教育活動などがある。 

 

2. 各事業実施にあたっては、委員会を設立し、建設過程のモニタリングなどにあたり、また、

使用者組合などを組成して一定のメンテナンスは自分たちで実施できる仕組みにはなって

いる。例えば、カルバートに砂が詰まっているようなケースは、使用者組合の責任で砂を取

り除くような、労働提供を中心とした作業で実施可能なメンテナンスである。しかし、業者の

調達を伴うようなメンテナンスについては、そのような資金のめどは立っていない。これまで

は、建設済みのインフラについて何かメンテナンスが必要な場合は、プロジェクトに対して

新たな事業として申請する方法をとってきた。 

 

3. PRDNEP プロジェクト開始前には、委員会設立による事業管理などの制度はなかった。委

員会メンバーも事業計画、管理、モニタリングのすべてにわたって、ゼロから学んだ。座学

で一応のことを学び、事業実施にあたって具体的なやり方を学ぶというやり方で、非常に効

果的であった。また、調達のやり方や必要書類といったようなアドミ関係の知識も同時につ

いた。 

 

4. 郡職員は、DFT をはじめとして、事業実施の経験が全くなかったゼロの状態から出発し、今

ではかなり自信もついた。2010 年 6 月に郡事務所に就職した女性も、モニタリングのやり

方を学び、コミュニティー保健教育活動において、参加者のフィードバックの結果から、言語

や、絵などの補助教材を用いて説明を行うなどの研修の改善点を提言することができた。 

 

 

関係者種別 アンドメア郡 パイロットプロジェクト受益者 

日付 2010 年 10 月 21 日 

面談者 ジェンダー、Mid-wife 研修参加者 

場所 アンドメア郡 郡事務所 

JICA 調査団 小林、灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. 助産婦研修にあたったヘルスセンター付きの助産婦は、1981 年から助産婦として活動して

いるが、このプロジェクトの前には正式な研修を受けたことはなかった。4 日間の研修のあ

と、村の助産婦の研修の講師をしている。コミュニティー保健教育プロジェクトと助産婦研修、

その後の研修を完了した助産婦に対する出産キットの配布により、郡内では、出産に関す

る問題が軽減された。研修と出産キットの配布により、助産婦が消毒等をきちんと行うよう
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になったこと、以前はへその緒を竹などで切っていたのを、消毒されたはさみを使うように

なったこと、また、症状の見極め方について研修を受けたために、早めにヘルスセンターに

妊婦が送られてくるようになったことなどがみられる。また、これに加えて 3 室の入院室が

設置されたためにヘルスセンターの利用者が増加した。2010 年に入ってからは、出産に伴

う妊婦または乳幼児の死亡件数は０である。 

 

2. 家庭内暴力の研修に参加した警官は、研修への参加によって、以前は報告を受けたときに

は自らの力で止めようとしか考えなかったのが、各ケースの種類や深刻度を見極め、適切

に対応できるようになった。また、以前はコミューン・チーフなど限定的な人々しか暴力のケ

ースについて報告してこなかったのを、住民の誰でも報告できる点などについて、住民に教

えることができるようになった。 

 

 

関係者種別 ラ州 知事、副知事（プロマネ） 

日付 2010 年 10 月 21 日 

面談者 Mr. Pao Ham Phan, Mr. Thou Koeur 

場所 ラ州政府事務所 

JICA 調査団 小林、灘本、田中、Phok Phira、 

 

議事要点： 

 

1. 副知事、州知事ともに、今後、プロジェクトの経験を州全体に伝播する活動を行うことにつ

いての JICA 調査団からの要請に対して、積極姿勢を示した。 

 

2. 特に、知事は、PRDNEP プロジェクトが郡を対象にして実施されたことに対し、非常に適切

であったとの感想を述べた。 
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11．質問票・フォーカス・グループ・ディスカッション議題

1. Questionnaires for Counterpart- GDLA/MoI 
 

Project Evaluation for 
Project on Capacity Development of Provincial Rural Development in  

the Northeastern Provinces, Cambodia 
 
Evaluation questions Sub-questions  
0. Implementation process 
0.1 Project management Has the monitoring of activities been implemented 

regularly and in an adequate manner? Has it lead to 
problem solving measures?  If so, please provide 
examples. 
Is the organizational structure for implementation of the 
project appropriate?  Do you have any suggestions for 
amendment of the structure? 

Do you think that the decision-making process and general 
communication among the Project implementation team 
(including Japanese Expert Team and PRDC/ExCom in 2 
Provinces) have been smooth?  What type of problems in 
communication have you experienced, if any? 
Do you think the communication between the Project and 
other related stakeholders has been smooth?  What type 
of problems in communication have you experienced, if 
any? 
Do the PRDC/ExCom in 2 Provinces have strong initiative 
to implement the Project? 

0.2 Experience as Project C/P  What has been your experience of working as C/P for the 
Project?  What have you found rewarding and 
challenging?   

1. Relevance 
1.1 Priority  In your view, is the Project remain relevant based on the 

existing policies and regional development priorities of the 
Government of Cambodia? 

1.2 Project design Is the project design appropriate as a strategy to tackle the 
regional development and local government capacity 
development issues in your Province?  Please consider in 
terms of appropriateness of the Project approach, 
including project purpose and overall goal, target area 
selection, and collaboration with development partners.
Has there been any important change in your Ministry or 
related policies after Mid-term evaluation? 

2. Effectiveness 
Achievement of Project purpose Please comment on the status of achievement of the 

Project Purpose.  What are the necessary measures to be 
taken before Project completion in order to ensure 
achievement of the Project Purpose?   
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Do you think the Project has been affected by the ‘External 
Factors’? 

3. Efficiency 
3.1 Output Have the Outputs been achieved steadily as planned? 

What do you think have been the important contributing 
and inhibiting factors for achievement of the outputs? 

3.2 Inputs Have the inputs been delivered appropriately and in a 
timely manner?  Please provide your comments on the 
following points. 
- Japanese Experts (number of experts, period dispatch, 
expertise, commitment) 
- C/P (both MoI and PRDC/ExCom assignment, expertise)
- Equipment provision (specifications, timing of provision, 
status of utilization and maintenance) 

- C/P training (training contents, utilization of training 
benefits) 

- Local cost (Cambodia and Japanese side, amount of 
disbursement, timing of disbursement) 

3.3 Cost Is the Project producing achievements appropriately in 
comparison with inputs? 

4. Impact 
4.1 Achievement of Overall Goal Is the Overall Goal likely to be achieved within 3-5 years 

after completion of the Project?  What would be the 
challenges expected for its achievement? 

4.2 Other impacts Are there any ripple effects of the Project? (including 
unexpected positive and negative impacts) 

5. Sustainability 
5.1 Political/institutional aspect Do you think that support of the Government of Cambodia 

towards capacity development of Provincial/local 
governments for regional development, in terms of its 
policies and priorities, is likely to remain unchanged or 
promoted after the Project completion?  

5.2 Organizational/financial aspect Do you think that the 2 Provincial Governments would be 
able to sustain the benefits of the Project at the 
organizational level after completion of the Project?  What 
types of financial as well as non-financial measures have 
been taken so far in order to ensure sustainability of the 
benefits?  Do you think the expected merger of ExCom by 
the Provincial Council would impact this prospect in any 
way? 

5.4 Overall sustainability How do you evaluate the overall sustainability of the 
Project, taking into account all of the above aspects? 
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2. Questionnaire for Direct Target Groups 
 

Project Evaluation for 
Project on Capacity Development of Provincial Rural Development in  

the Northeastern Provinces, Cambodia 
 
Evaluation questions Sub-questions  
0. Implementation process 
0.1 Methodology of technical 
transfer 
① Module-based training 

activities 
② Workshops 
③ OJT through pilot projects 

What aspect of the adopted methodology for technical 
transfer under the Project you found particularly effective in 
capacity development of the staff of your organization? 
Do you have any problems or questions with respect to 
technical transfer that took place under the Project?
What countermeasures (could) have been taken to solve 
the problems?  

1. Relevance 
1.1 Needs Did the Project meet the needs of the staff and your 

organization? Please explain. 

1.2 Project design Is the Project design appropriate as a strategy to tackle the 
capacity development issues of your organization? 
Please consider in terms of appropriateness of the 
selection of the target group, number of people selected for 
participation in the Project and their gender balance.   

2. Efficiency 
2.1 Achievement of Outputs The Project has aimed to enhance capacity of your 

organization and its staff in the following areas: 
1) Developmental research and analysis; 2) Rural 

development planning; 3) management of 
development projects; and 4) monitoring and 
evaluation. 

Please provide concrete examples and/or data that show 
enhancement of capacity of the staff in each of these areas 
through participation in the Project. 

2.2 Relationship between 
Activities and Outputs 

Please explain the types of training programs that you 
have participated under the Project.  Please provide 
concrete examples and/or data that show the contribution 
of these training and activities towards enhancement of 
capacity of your colleagues. 

 Please explain the OJT through implementation of pilot 
project that you have gone through.  Please explain how 
the OJT has contributed towards enhancement of your 
capacity in which areas. 

2.3 Activities 
 

Have you made any changes to the contracts of the 
contractors in follow-up of a recommendation by the 
Mid-term Review, which was conducted in mid-2009? 

3. Sustainability 
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3.1 Technical aspect Do you think that the staff of your organization will be able 
to sustain and practice knowledge, skills, and techniques 
acquired through the Project after the completion of the 
Project in March 2011? What types of support you would 
require from your organization to enable you to sustain 
them? 
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3. Key questions for Focus Group Discussion: Collaborators 
 

Project Evaluation for 
Project on Capacity Development of Provincial Rural Development in  

the Northeastern Provinces, Cambodia 
 
 

Key Questions 

 

1. Overall Project implementation: Are you familiar with the overall objectives of the Project 

and the activities undertaken in your Province?  What types of roles have you played in 

the overall Project implementation?  Do you think that the Project has responded to the 

institutional capacity needs of your Province?  Please explain with concrete examples. 

 

2. Pilot project activities in your Province: Please explain the pilot project activities in your 

Province that you have collaborated with and the roles that you have played (e.g. were you 

consulted prior to the design the Project?  When? ; Were you involved in 

designing/planning the activities? When?; What have you done during the implementation 

of the activities (for what duration)?, etc.).  Do you think that the pilot project activities 

responded to the needs of the intended beneficiaries?  Are you satisfied with the levels and 

nature of your involvement in these activities?  What could have been done differently in 

your opinion? 

 

3. Prospects for sustainability: Under the Project, various activities have been undertaken in 

order to enhance capacity of the personnel and institutions in your Province.  Based on 

your knowledge of the target group and the institutions, do you think that the benefits of 

the Project may be sustained after the completion of the Project in March 2011?  What 

types of support is the Provincial Government and other entities in the Province prepared 

to offer in order to ensure sustainability of the Project benefits?  What do you think would 

be the challenges and what types of counter measures would be possible in your view? 
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4. Key questions for Focus Group Discussion: Indirect Target Groups 
 

Project Evaluation for 
Project on Capacity Development of Provincial Rural Development in  

the Northeastern Provinces, Cambodia 
 
 

Key Questions 

 

1. Your involvement in the pilot project activities: Please explain the pilot project activities 

that you have participated in and the roles that you have played (e.g. were you consulted 

prior to the design the Project?  When? ; Were you involved in designing/planning the 

activities? When?; What have you done during the implementation of the activities (for 

what duration)?, etc.).   

 

2. Changes in management during the course of implementation: Have you noticed any 

changes in the manner the Project has been implemented during your participation?  What 

were those changes?  Are they positive or negative?  Please try to explain with concrete 

examples.  Are there any aspects of the project that should have been conducted 

differently in your opinion? 

 

3. Benefits and other impacts: What type of benefits you have received through your 

participation in the activities?  Are you satisfied with the benefits?  Who were the 

beneficiaries of the project in your community and how have they been selected to 

participate?  Have you noticed any negative effects of the project activities in your 

community? 
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5. Key questions for Focus Group Discussion: NGOs 
 

Terminal Evaluation for 
Project on Capacity Development of Provincial Rural Development in  

the Northeastern Provinces, Cambodia 
 
 

Key Questions 

 

1. Overall Project implementation: Are you familiar with the overall objectives of the Project 

and the activities undertaken in your Province?  What types of roles have you played in 

the overall Project implementation?  Do you think that the Project has responded to the 

institutional capacity needs of your Province?  Please explain with concrete examples. 

 

2. Pilot project activities in your Province: Please explain the pilot project activities in your 

Province that you have collaborated with and the roles that you have played (e.g. were you 

consulted prior to the design the Project?  When? ; Were you involved in 

designing/planning the activities? When?; What have you done during the implementation 

of the activities (for what duration)?, etc.).  Do you think that the pilot project activities 

responded to the needs of the intended beneficiaries?  Are you satisfied with the levels and 

nature of your involvement in these activities?  What could have been done differently in 

your opinion? 

 

3. Prospects for sustainability: Under the Project, various activities have been undertaken in 

order to enhance capacity of the personnel and institutions in your Province.  Based on 

your knowledge of the target group and the institutions, do you think that the benefits of 

the Project may be sustained after the completion of the Project in March 2011?  What 

types of support is the Provincial Government and other entities in the Province prepared 

to offer in order to ensure sustainability of the Project benefits?  What do you think would 

be the challenges and what types of counter measures would be possible in your view? 
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